
ー
等
ト
ー

㌦　　、

、
し、

　　わ
　　㌘
　　《
　　、、
　　る
　　ノ

　　　し

　　　」

　　又
、院鎚蛤、

躍、賊藏

す・翼

、咳ノ

わらっているオニ　　　りす組

さとうしょうへいくん
　（天水越　水之屋）

おめでた（出生）
　　　　　　　　　　　　　　（生年月日）
拓人ちゃん　佐藤強さんの長男

　　　　　　　（天水越）半木　4・2・1
章弘ちゃん　妻嶋竹正さんの長男

　　　　　　　（田麦立）向　　4・2・15

　　　　りす組

たかはしよしなおくん

おこっているところ（天水島　山本）

お《やみ（蹴）　　（死亡年月日）

久保田秀五郎さん　83歳

　　　　　　（藤　原）田丸屋　4・2・1
高橋キミさん　77歳

　　　　　　（黒　倉）林　　　4・2・6
小野塚フジさん　86歳

　　　　　　（上蝦池）吉兵工　4・2・11
小野塚ソメさん　90歳

　　　　　　（藤内名）重屋　　4・2・19
本山栄三郎ざん　84歳

　　　　　　（曽　根）藤善　　4・2・22
村山トメさん　87歳

　　　　　　（松之山）屋敷　　4・2・29

※2月1日から29日までの届出分です。

▼
2
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
松
之
山
ス
キ
i
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
日
ま
で
）

86日日
27　23　20　18　17

日日日日日
水
田
農
業
確
立
対
策
会
議

湯
山
ト
ン
ネ
ル
竣
工
式

浦
田
豪
雪
塾
（
9
日
ま
で
）

確
定
申
告
開
始

選
挙
管
理
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会

各
地
区
ス
キ
ー
大
会

農
業
委
員
会
総
会

安
高
松
之
山
分
校
卒
業
式

水
田
農
業
確
立
対
策
推
進
会

議
及
び
総
代
会

▼
3
月
の
予
定

8
日

22　17　14　9
日　日　日　日

272625
日　日　日

技
道
場
作
品
展
示
会

（
セ
ン
タ
ー
・
1
3
日
ま
で
）

3
月
定
例
議
会
（
1
2
日
ま
で
）

松
之
山
中
学
校
卒
業
式

県
立
高
校
入
学
試
験
日

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
・
カ
ザ

マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

（
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
）

各
小
学
校
卒
業
式

農
業
委
員
会
総
会

臨
時
議
△
五

編
集
後
記

　
二
月
中
旬
か
ら
カ
ゼ
が
大
流
行
し
、

町
内
の
学
校
で
も
全
校
閉
鎖
や
学
級

閉
鎖
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
い
か
が
で
し

た
か
。

　
さ
て
、
三
月
は
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
期
待
を
胸
に
、
新
し

い
学
校
や
社
会
に
旅
立
っ
て
い
き
ま

す
。　

今
春
は
、
松
高
の
卒
業
生
が
五
名

も
町
内
に
残
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
何
年
も

た
ち
ま
す
が
、
松
之
山
に
も
よ
う
や

く
地
元
志
向
の
波
が
来
た
よ
う
で
す
。

　
ま
だ
寒
い
日
も
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
健
康
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

三
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
七
三
六
（
▲
一
一
）

　
　
男
／
一
、
八
二
七
（
▲
　
四
）

　
　
女
／
一
、
九
〇
九
（
▲
　
七
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
七
（
▲
　
二
）

（
）
内
は
二
月
｝
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
三
月
号

平
成
四
年
三
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
〇
二
．
五
．
五
九
－
六
ー
三
＝
｝
二

編
集
／
総
務
課

広報

『

（No。194）19924月号
、
4
．

寄
1
、

長いストローでなかなか飲めなかった酒早飲みリレー（スキーカー二・く辺レ）

饗
4
　
　
r
D
　
　
7
　
　
8
　
　
Q
」

lO・11

14・15

蝿　今月号の話題
平成4年度予算……………・…

スキーカーニバル………・……

新しい先生方の紹介…………・

患者輸送車の運行時刻表…一

知っておきたい年金知識…・…

ふるさと号時刻表……………・

3月のフォトニュース………・

集落探訪（東山）……………・

公民館だより……………一…

送られました（浦田保育所）



平成4年度一般会計予算

　29億6，701万8千円！
　　　　　　　　　　　　（対前年比9．5％増）

　
三
月
定
例
議
会
が
三
月
九
日
か
ら

十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
四
年

度
の
町
予
算
を
中
心
に
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
二

億
五
、
六
八
六
万
九
千
円
多
い
二
九

億
六
、
七
〇
一
万
八
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
平
成
四
年
度
の
目
玉
事
業
は
、
湯

山
に
建
設
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
と
、
平
成
五
年
九
月
よ
り
稼
動

予
定
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
円

　
円
　
　
　
　
他
千

　
千
　
　
円
　
　
の
2

3
　
千
ー
ぴ
そ
第

翻
観
磐
縄

　
　
　
　
6
　
米
米
亀
（

金
…
臥
　
烈
⑯
用
数
億

入
億
（
税
億
　
使
手
1

繰
瞬
V
　
円

　
　
　
一
　
誇

　
　
　
一
　
　
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

1
』
ミ
ー

で
す
。

　特別養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
総
事
業

費
は
約
八
億
七
、
四
〇
〇
万
円
で
、

一
般
会
計
か
ら
二
億
二
、
八
O
O
万

円
が
負
担
金
と
し
て
支
出
さ
れ
ま
す
。
，

　
入
所
定
員
は
五
十
名
で
、
十
名
分

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、
十
五
名
分
の

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
が
併
設
さ
れ
、
温

泉
入
浴
が
で
き
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
な
る
予
定
で
す
。

　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
松
之
山
の
巳

之
下
線
地
内
に
建
設
さ
れ
、
平
成
四

年
度
と
五
年
度
の
二
か
年
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　今年

度
は
建
物
中
心
、
来
年
度
は

乾
燥
機
材
中
心
に
工
事
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
．

　
総
事
業
費
は
約
二
億
一
、
四
〇
〇

万
円
で
、
完
成
す
る
と
一
〇
〇
㎞
の

籾
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、

火
力
を
使
わ
ず
常
温
で
ゆ
っ
く
り
乾

燥
す
る
自
然
乾
燥
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ま
た
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
下
水
道

整
備
費
が
新
設
さ
れ
、
基
本
計
画
が

財
源

国庫支出金・その他
1億7，967万4千円
　（6．0％）＿

籔㍉礪
繊蔵奪無．王

　地方交付税

15億8，000万円

　（53．3％）

商工費・その他
2億8，6H万8千円（9．6％

策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
条
例
等
の
改
正
で
主
な
も
の
は
、

町
長
以
下
三
役
及
び
議
員
な
ど
特
別

職
の
報
酬
が
四
月
一
日
よ
り
引
き
上

げ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
よ
り
需
要
が

増
大
す
る
、
湯
山
簡
易
水
道
の
配
水

池
増
設
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
五
人
の
議
員
が
行
い

ま
し
た
が
、
く
わ
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

▼
紛
務
費

○
浦
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

　
ー
改
造
工
事
　
　
　
五
〇
〇
万
円

○
共
同
無
雪
駐
車
場
工
事
（
九
棟
）

　
　
　
　
　
　
三
、
八
一
〇
万
円

○
雪
対
策
ブ
ル
ド
ー
ザ
三
台
・
小
型

　
除
雪
機
九
台
　
三
、
四
八
○
万
円

○
湯
沢
駅
直
行
バ
ス
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
六
万
円

▼
民
生
費

o
特
養
ホ
ー
ム
建
設
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
二
億
二
、
八
O
O
万
円

○
特
養
ホ
；
ム
基
金
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

▼
衛
生
費

○
結
核
検
診
等
各
種
検
診
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
一
、
六
二
七
万
円

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
費
補
助
金
　
　
　
　
三
二
五
万
円

○
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
七
、
一
七
六
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

○
農
家
貸
付
け
用
ハ
ー
ベ
ス
タ
⊥
二

　
台
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
万
円

○
農
家
貸
付
け
用
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台

　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
三
万
円

○
乾
燥
調
整
施
設
整
備
事
業
費
補
助

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
八
、
七
八
四
万
円

○
生
活
体
験
交
流
館
畜
舎
建
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
〇
万
円

○
生
活
体
験
交
流
館
体
験
農
場
造
成

　
工
事
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

○
生
活
体
験
交
流
館
管
理
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
四
万
円

○
キ
ノ
コ
集
出
荷
施
設
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

o
大
厳
寺
水
道
配
管
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
二
万
円

o
林
道
開
設
・
舗
装
・
改
良
工
事

　
（
三
件
）
　
　
七
、
二
一
一
万
円

○
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
ナ
メ
コ
生
産

　
施
設
整
備
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
二
五
万
円

o
県
営
農
免
農
道
浦
田
地
区
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
一
七
万
円

○
県
営
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
二
、
〇
七
〇
万
円

○
町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
一
万
円

○
農
道
田
麦
立
地
区
工
事

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
八
九
万
円

○
農
道
天
水
島
地
区
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
四
万
円

o
湯
山
地
区
温
泉
管
布
設
工
事

　
　
　
　
　
　
五
、
O
O
O
万
円

▼
商
工
費

○
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
造
成
工
事

　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
五
〇
万
円

▼
土
木
費

○
道
路
新
設
改
良
費
（
五
件
）

　
　
　
　
　
　
　
五
、
七
九
〇
万
円

○
湯
本
兎
口
線
改
良
工
事
ほ
か
二
件

　
　
　
　
　
　
　
八
、
九
七
〇
万
円

o
下
水
道
整
備
費
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
一
六
万
円

▼
教
育
費

○
浦
田
小
学
校
職
員
用
車
庫
新
築
工

　
事
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

○
浦
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
万
円

○
松
之
山
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
〇
〇
万
円

○
松
之
山
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ

　
ー
タ
ー
リ
ー
ス
料
（
十
五
台
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
万
円

○
黒
倉
集
会
所
内
部
改
造
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

○
町
民
グ
ラ
ン
ド
用
グ
ラ
ン
ド
ト
ラ

　
ク
タ
ー
一
台
　
　
　
三
一
〇
万
円

欝瓢・＼
　　（18．5％）

　　　　　　　／

衛生費
1億8，692万6千円
　（6．3％）

（9．2％〉　　　　　　　　　　　　　　　公債費
　　　　　　　　　　　　　　　　　4億8，l　I5万8千円
　　土木費　　　　　　　　　　　　　　（16．2％〉
3億5，7i2万円
　（12．0％）

　　　　　　　　　　　　　　総務費
　　　　　　　　民生費　　　4億2，719万4千円
　　　　　4億843万8千円　　　（14．4％）

　　　　　　　（13．8％）

2

教育費　　　＼
2億7，264万7千円
（9．2％〉

▽
特
別
職
等
の
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

◎
特
別
職

○
町
長

○
助
役

○
教
育
長

◎
町
議
会
議
員

○
議
長

　
六
二
四
、
O
O
O
円

（
三
万
四
千
円
ア
ッ
プ
）

　
四
九
九
、
O
O
O
円

（
二
万
七
千
円
ア
ッ
プ
）

　
四
四
九
、
O
O
O
円
、

（
三
万
六
千
円
ア
ッ
プ
）

　
二
〇
〇
、
○
O
O
円

（
一
万
一
千
円
ア
ッ
プ
）

○
副
議
長

○
委
員
長

○
議
員

一
五
六
、
O
O
O
円

（
八
千
円
ア
ッ
プ
）

一
四
二
、
O
O
O
円

（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

一
三
七
、
O
O
O
円

（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

※
四
月
一
日
よ
り
実
施

▽
国
保
の
助
産
費

　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

　
四
月
一
日
よ
り
国
保
加
入
者
の
助

産
費
が
、
十
五
万
月
か
ら
二
十
四
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

平成4年度特別会計予算

レ国民健康保険

　○事業勘定予算　　　2億8，607万7千円

　○松之山診療所勘定予算

　　　　　　　　　　2億9，709万円

3億6，405万1千円1〉老人保健

レ簡易水道事業　　　　1億6，544万3千円

　、○湯山簡易水道施設工事関係

　・　　　　　　　　　9，208万8千円

　o松口簡易水道導水管布設替工事

　　ほか2件　　　　　　　670万円

3



平成4年度一般会計予算

　29億6，701万8千円！
　　　　　　　　　　　　（対前年比9．5％増）

　
三
月
定
例
議
会
が
三
月
九
日
か
ら

十
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
四
年

度
の
町
予
算
を
中
心
に
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
二

億
五
、
六
八
六
万
九
千
円
多
い
二
九

億
六
、
七
〇
一
万
八
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
平
成
四
年
度
の
目
玉
事
業
は
、
湯

山
に
建
設
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
と
、
平
成
五
年
九
月
よ
り
稼
動

予
定
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
円

　
円
　
　
　
　
他
千

　
千
　
　
円
　
　
の
2

3
　
千
ー
ぴ
そ
第

翻
観
磐
縄

　
　
　
　
6
　
米
米
亀
（

金
…
臥
　
烈
⑯
用
数
億

入
億
（
税
億
　
使
手
1

繰
瞬
V
　
円

　
　
　
一
　
誇

　
　
　
一
　
　
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

1
』
ミ
ー

で
す
。

　特別養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
総
事
業

費
は
約
八
億
七
、
四
〇
〇
万
円
で
、

一
般
会
計
か
ら
二
億
二
、
八
O
O
万

円
が
負
担
金
と
し
て
支
出
さ
れ
ま
す
。
，

　
入
所
定
員
は
五
十
名
で
、
十
名
分

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、
十
五
名
分
の

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
が
併
設
さ
れ
、
温

泉
入
浴
が
で
き
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
な
る
予
定
で
す
。

　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
松
之
山
の
巳

之
下
線
地
内
に
建
設
さ
れ
、
平
成
四

年
度
と
五
年
度
の
二
か
年
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　今年

度
は
建
物
中
心
、
来
年
度
は

乾
燥
機
材
中
心
に
工
事
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
．

　
総
事
業
費
は
約
二
億
一
、
四
〇
〇

万
円
で
、
完
成
す
る
と
一
〇
〇
㎞
の

籾
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、

火
力
を
使
わ
ず
常
温
で
ゆ
っ
く
り
乾

燥
す
る
自
然
乾
燥
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ま
た
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
下
水
道

整
備
費
が
新
設
さ
れ
、
基
本
計
画
が

財
源

国庫支出金・その他
1億7，967万4千円
　（6．0％）＿

籔㍉礪
繊蔵奪無．王

　地方交付税

15億8，000万円

　（53．3％）

商工費・その他
2億8，6H万8千円（9．6％

策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
条
例
等
の
改
正
で
主
な
も
の
は
、

町
長
以
下
三
役
及
び
議
員
な
ど
特
別

職
の
報
酬
が
四
月
一
日
よ
り
引
き
上

げ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
会
計
で
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
よ
り
需
要
が

増
大
す
る
、
湯
山
簡
易
水
道
の
配
水

池
増
設
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
五
人
の
議
員
が
行
い

ま
し
た
が
、
く
わ
し
く
は
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
さ
れ
ま
す
。

▼
紛
務
費

○
浦
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

　
ー
改
造
工
事
　
　
　
五
〇
〇
万
円

○
共
同
無
雪
駐
車
場
工
事
（
九
棟
）

　
　
　
　
　
　
三
、
八
一
〇
万
円

○
雪
対
策
ブ
ル
ド
ー
ザ
三
台
・
小
型

　
除
雪
機
九
台
　
三
、
四
八
○
万
円

○
湯
沢
駅
直
行
バ
ス
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
六
万
円

▼
民
生
費

o
特
養
ホ
ー
ム
建
設
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
二
億
二
、
八
O
O
万
円

○
特
養
ホ
；
ム
基
金
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

▼
衛
生
費

○
結
核
検
診
等
各
種
検
診
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
一
、
六
二
七
万
円

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
費
補
助
金
　
　
　
　
三
二
五
万
円

○
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
七
、
一
七
六
万
円

▼
農
林
水
産
業
費

○
農
家
貸
付
け
用
ハ
ー
ベ
ス
タ
⊥
二

　
台
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
万
円

○
農
家
貸
付
け
用
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台

　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
三
万
円

○
乾
燥
調
整
施
設
整
備
事
業
費
補
助

セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
八
、
七
八
四
万
円

○
生
活
体
験
交
流
館
畜
舎
建
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
〇
万
円

○
生
活
体
験
交
流
館
体
験
農
場
造
成

　
工
事
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

○
生
活
体
験
交
流
館
管
理
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
四
万
円

○
キ
ノ
コ
集
出
荷
施
設
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

o
大
厳
寺
水
道
配
管
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
二
万
円

o
林
道
開
設
・
舗
装
・
改
良
工
事

　
（
三
件
）
　
　
七
、
二
一
一
万
円

○
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
ナ
メ
コ
生
産

　
施
設
整
備
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
二
五
万
円

o
県
営
農
免
農
道
浦
田
地
区
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
八
一
七
万
円

○
県
営
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
二
、
〇
七
〇
万
円

○
町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
一
万
円

○
農
道
田
麦
立
地
区
工
事

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
八
九
万
円

○
農
道
天
水
島
地
区
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
四
万
円

o
湯
山
地
区
温
泉
管
布
設
工
事

　
　
　
　
　
　
五
、
O
O
O
万
円

▼
商
工
費

○
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
造
成
工
事

　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
五
〇
万
円

▼
土
木
費

○
道
路
新
設
改
良
費
（
五
件
）

　
　
　
　
　
　
　
五
、
七
九
〇
万
円

○
湯
本
兎
口
線
改
良
工
事
ほ
か
二
件

　
　
　
　
　
　
　
八
、
九
七
〇
万
円

o
下
水
道
整
備
費
（
新
規
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
一
六
万
円

▼
教
育
費

○
浦
田
小
学
校
職
員
用
車
庫
新
築
工

　
事
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
万
円

○
浦
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
万
円

○
松
之
山
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事

　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
〇
〇
万
円

○
松
之
山
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ

　
ー
タ
ー
リ
ー
ス
料
（
十
五
台
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
万
円

○
黒
倉
集
会
所
内
部
改
造
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

○
町
民
グ
ラ
ン
ド
用
グ
ラ
ン
ド
ト
ラ

　
ク
タ
ー
一
台
　
　
　
三
一
〇
万
円

欝瓢・＼
　　（18．5％）

　　　　　　　／

衛生費
1億8，692万6千円
　（6．3％）

（9．2％〉　　　　　　　　　　　　　　　公債費
　　　　　　　　　　　　　　　　　4億8，l　I5万8千円
　　土木費　　　　　　　　　　　　　　（16．2％〉
3億5，7i2万円
　（12．0％）

　　　　　　　　　　　　　　総務費
　　　　　　　　民生費　　　4億2，719万4千円
　　　　　4億843万8千円　　　（14．4％）

　　　　　　　（13．8％）

2

教育費　　　＼
2億7，264万7千円
（9．2％〉

▽
特
別
職
等
の
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

◎
特
別
職

○
町
長

○
助
役

○
教
育
長

◎
町
議
会
議
員

○
議
長

　
六
二
四
、
O
O
O
円

（
三
万
四
千
円
ア
ッ
プ
）

　
四
九
九
、
O
O
O
円

（
二
万
七
千
円
ア
ッ
プ
）

　
四
四
九
、
O
O
O
円
、

（
三
万
六
千
円
ア
ッ
プ
）

　
二
〇
〇
、
○
O
O
円

（
一
万
一
千
円
ア
ッ
プ
）

○
副
議
長

○
委
員
長

○
議
員

一
五
六
、
O
O
O
円

（
八
千
円
ア
ッ
プ
）

一
四
二
、
O
O
O
円

（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

一
三
七
、
O
O
O
円

（
七
千
円
ア
ッ
プ
）

※
四
月
一
日
よ
り
実
施

▽
国
保
の
助
産
費

　
　
　
　
　
　
引
き
上
げ

　
四
月
一
日
よ
り
国
保
加
入
者
の
助

産
費
が
、
十
五
万
月
か
ら
二
十
四
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

平成4年度特別会計予算

レ国民健康保険

　○事業勘定予算　　　2億8，607万7千円

　○松之山診療所勘定予算

　　　　　　　　　　2億9，709万円

3億6，405万1千円1〉老人保健

レ簡易水道事業　　　　1億6，544万3千円

　、○湯山簡易水道施設工事関係

　・　　　　　　　　　9，208万8千円

　o松口簡易水道導水管布設替工事

　　ほか2件　　　　　　　670万円

3



ー
等
N
ー

　
三
月
二
十
二
日
松
之
山
温
泉
ス
キ

i
場
で
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
最
後
を

飾
る
第
九
回
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ

ー
ニ
バ
ル
・
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ

ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
か
ら
降
り
積
っ
た
新
雪
が
会

場
や
ゲ
レ
ン
デ
を
真
っ
白
に
染
め
、

会
場
作
り
を
す
る
人
た
ち
は
朝
早
く

か
ら
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
味
の
名
店
街
が
始
ま
る
午
前
十
時

頃
か
ら
人
々
が
ス
キ
ー
場
に
集
ま
り
、

勢
い
の
良
い
掛
声
に
つ
ら
れ
て
テ
ン

ト
の
前
に
は
い
く
つ
も
行
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　
ゲ
レ
ン
デ
で
は
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア

ル
ペ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
小
学
生
か

ら
↓
般
ま
で
約
二
〇
〇
名
の
方
が
参

加
し
、
タ
イ
ム
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

．
陶

川
職

　
　
　
㎜

　
　
　
た

　
　
　
れ

　
　
　
く

　
　
　
て

　
　
　
し

　
　
　
奏最新のヒット曲を演

　
毎
年
大
好
評
の
甘
酒
・
ラ
ビ
ッ
ト

ス
”
ー
ノ
は
、
正
午
頃
に
大
ナ
ベ
が
か

ら
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
午
前
f
一
時
か
ら
各
種
ゲ
ー
ム
が

始
ま
り
、
「
雪
中
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
」

に
は
大
勢
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
次
は
大
人
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
「
酒
早
飲
み
リ
レ
ー
」
で
、
昨

、
、
慶
ぜ
．

誇
、φ

髪

松之山小学校

校長　田上順一
（上越教育事務所）

嚢　案　』ρ1　　屡

　関谷ゆかり
十日町市十日町小

松里小学校

教頭　吉原昭二
（加茂市加茂西小）

年
ま
で
は
ス
ト
ロ
ー
に
穴
が
あ
い
て

い
て
な
か
な
か
飲
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
は
一
m
位
の
細
長
い
ス
ト
ロ

ー
で
、
五
合
の
酒
を
五
人
で
飲
み
ま

し
た
。

　
ス
ト
ロ
ー
が
長
い
の
で
思
い
っ
き

り
吸
わ
な
い
と
飲
め
ず
、
ど
の
チ
ー

ム
も
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
悪
戦

苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
女
性
だ
け
の
チ
ー
ム
も
参
加
し
、

男
性
な
み
の
肺
活
田
．
里
で
見
事
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
の
特
設
ス
テ

長いストローでな、かなか飲めなかった「酒早飲みリレー」
賀

山田婦貴子
　（新採用）

ー
ジ
で
は
、
M
M
M
バ
ン
ド
の
演
奏

が
二
回
行
わ
れ
た
ほ
か
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
か
ら
は
恒
例
の
「
雪
上

つ
な
引
き
大
会
」
が
行
わ
れ
、
子
供

た
ち
だ
け
の
チ
ー
ム
に
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
へ
の
入
込

客
も
年
々
増
加
し
、
売
上
げ
も
大
幅

に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
順
調
な
ス
キ
i
場
運
営

が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

養教　岩野智子
　　（新採用）

子供たちだけのチームも参加した「雪上つな引き大会」
子信

ー
波
用

高
採

　
新

事
（

主

［東担坐一麺

教頭　服部元保
（上越市国府小）

村山　悦子
（松之山小）

　金子　禎人
（新潟市東山の下

養教　佐藤和子
　　（松里小）

塵画墜 校

校長　片桐　信
（板倉町板倉中）

小川　久昭
（上越市保倉小

　田辺　道行
（三島町脇野町・

高頭　敬子
（新潟市松浜中）

塵校壁山分校

鳥
、

高橋　静男
（十日町高）

L墾之山中学墾

へ
｝

教頭　広瀬利勝
（上越市城北中）

　宮沢　正翁
（十日町市吉田中）

小林　博美
吉田町吉田中）

隔麟4拶、
斉木　保子

（長岡市東北中）

山田　克彦
（村松町山王中

※敬称略

5
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る
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。
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。
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前
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、

勢
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の
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い
掛
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に
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ら
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て
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前
に
は
い
く
つ
も
行
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

　
ゲ
レ
ン
デ
で
は
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア

ル
ペ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
小
学
生
か

ら
↓
般
ま
で
約
二
〇
〇
名
の
方
が
参

加
し
、
タ
イ
ム
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

．
陶

川
職

　
　
　
㎜

　
　
　
た

　
　
　
れ

　
　
　
く

　
　
　
て

　
　
　
し

　
　
　
奏最新のヒット曲を演

　
毎
年
大
好
評
の
甘
酒
・
ラ
ビ
ッ
ト

ス
”
ー
ノ
は
、
正
午
頃
に
大
ナ
ベ
が
か

ら
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
午
前
f
一
時
か
ら
各
種
ゲ
ー
ム
が

始
ま
り
、
「
雪
中
宝
さ
が
し
ゲ
ー
ム
」

に
は
大
勢
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
次
は
大
人
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
た
「
酒
早
飲
み
リ
レ
ー
」
で
、
昨

、
、
慶
ぜ
．

誇
、φ

髪

松之山小学校

校長　田上順一
（上越教育事務所）

嚢　案　』ρ1　　屡

　関谷ゆかり
十日町市十日町小

松里小学校

教頭　吉原昭二
（加茂市加茂西小）

年
ま
で
は
ス
ト
ロ
ー
に
穴
が
あ
い
て

い
て
な
か
な
か
飲
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
年
は
一
m
位
の
細
長
い
ス
ト
ロ

ー
で
、
五
合
の
酒
を
五
人
で
飲
み
ま

し
た
。

　
ス
ト
ロ
ー
が
長
い
の
で
思
い
っ
き

り
吸
わ
な
い
と
飲
め
ず
、
ど
の
チ
ー

ム
も
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
悪
戦

苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
女
性
だ
け
の
チ
ー
ム
も
参
加
し
、

男
性
な
み
の
肺
活
田
．
里
で
見
事
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
雪
椿
の
特
設
ス
テ

長いストローでな、かなか飲めなかった「酒早飲みリレー」
賀

山田婦貴子
　（新採用）

ー
ジ
で
は
、
M
M
M
バ
ン
ド
の
演
奏

が
二
回
行
わ
れ
た
ほ
か
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
か
ら
は
恒
例
の
「
雪
上

つ
な
引
き
大
会
」
が
行
わ
れ
、
子
供

た
ち
だ
け
の
チ
ー
ム
に
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
へ
の
入
込

客
も
年
々
増
加
し
、
売
上
げ
も
大
幅

に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
順
調
な
ス
キ
i
場
運
営

が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

養教　岩野智子
　　（新採用）

子供たちだけのチームも参加した「雪上つな引き大会」
子信

ー
波
用

高
採

　
新

事
（

主

［東担坐一麺

教頭　服部元保
（上越市国府小）

村山　悦子
（松之山小）

　金子　禎人
（新潟市東山の下

養教　佐藤和子
　　（松里小）

塵画墜 校

校長　片桐　信
（板倉町板倉中）

小川　久昭
（上越市保倉小

　田辺　道行
（三島町脇野町・

高頭　敬子
（新潟市松浜中）

塵校壁山分校

鳥
、

高橋　静男
（十日町高）

L墾之山中学墾

へ
｝

教頭　広瀬利勝
（上越市城北中）

　宮沢　正翁
（十日町市吉田中）

小林　博美
吉田町吉田中）

隔麟4拶、
斉木　保子

（長岡市東北中）

山田　克彦
（村松町山王中

※敬称略
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浦
田
駐
在
所
訪
問
記

　
四
月
よ
り
浦
田
の
駐
在
さ
ん
が
代

わ
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
金
子
巡

査
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介

し
ま
す
。

◎
出
身
地
は

　
長
岡
市
で
す
。

◎
前
任
地
は

　
柏
崎
署
交
通
課
で
、
交
通
事
故
と

取
り
締
ま
り
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

◎
ご
家
族
は

　
妻
と
二
歳
の
女
の
子
の
三
人
で
す
。

◎
警
察
官
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
動
機

　
は

　
子
供
の
こ
ろ
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い

た
か
ら
で
す
。

　
実
際
に
警
察
官
と
な
っ
て
い
ろ
い

ろ
大
変
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
と
会
え
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

金子浩輝巡査

三省地区………月曜日（運行時間・乗車場所は従来どおりです）

松里地区………火曜日（上湯にも運行されます）

浦田地区………水曜日（隔月ごとに運行路線の時間が交代）

布川地区（木曜日）・下川手地区（金曜日）は従来どおりです

　◎管

轄
区
域
の
印
象
は

　
来
た
ば
か
り
で
良
く
わ
か
り
ま
せ

　
ん
が
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
所
だ

　
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
親
切
な
人
が
多
く
、
平
和

　
な
地
域
で
す
ね
。

◎
趣
味
は

　
　
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
す
。

　
前
任
地
で
は
野
球
チ
ー
ム
に
入
っ

　
て
外
野
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
将
来
の
夢
は

　
家
族
が
明
る
く
楽
し
く
暮
ら
せ
る

　
大
き
な
家
を
建
て
た
い
で
す
。

　
◎
み
な
さ
ん
に
一
言

　
初
め
て
の
駐
在
所
勤
務
で
何
も
わ

　
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り

　
　
駐
在
所
の
近
く
ま
で
来
ら
れ
ま
し

　
た
ら
気
軽
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
交
通
課
で
数
々
の
交
通
事
故
を
見

　
て
き
た
金
子
巡
査
は
、
交
通
事
故
の

　
悲
惨
さ
を
く
わ
し
く
話
し
て
く
れ
ま

　
し
た
。

　
　
皆
さ
ん
も
交
通
事
故
だ
け
は
起
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
え

　
　
　
　
　
　
　
　
が
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ば

　
　
　
　
　
発
　
で
れ

　
　
　
　
　
後
　
回
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
1
が
す

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
者
ま

　
　
　
　
　
察
　
え
は
送

　
　
　
　
　
　
　
　
の
い
よ
［

　
　
目
目
目
　
　
へ
つ
に

　
　
回
回
回
）
湯
に
序

　
　
1
2
3
注
上
り
頃

　
　
第
第
第
　
　
　
送
の

　
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
い
よ
う
ト
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

》
発
発
了

り
0
0
0
0
終
　
は
患
り

送
1
0
n
診
　
迎
て
り

《《迎え》

ー
O
ミ
ー

役
場
職
員
人
事
異
動
・
・
月
百
付
け
・

　
　
　
　
建
設
課
に
下
水
道
係
を
新
設

　
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
一

部
機
構
改
革
と
職
員
の
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
機
構
の
面
で
は
、
建
設
課
内
に
下

水
道
係
を
新
設
し
、
振
興
課
内
の
企

画
係
を
企
画
調
整
係
に
変
更
し
ま
し

た
。　

下
水
道
係
の
新
設
に
よ
り
事
務
室

の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
振
興
課
と
建

設
課
の
事
務
室
が
入
れ
代
わ
り
ま
し

た
。　

人
事
面
で
は
、
診
療
所
の
運
転
手

が
一
名
退
職
さ
れ
、
三
名
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
保
育
所
に
勤
務
す
る
フ

リ
ー
保
母
が
松
之
山
保
育
所
に
配
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
〔
（
）
内
は
異
動
前
〕

▽
住
民
課
福
祉
係
長

林
係
長
）

▽
建
設
課
建
設
係
長

　
政
係
長
）

▽
総
務
課
財
政
係
長

　
祉
係
長
）

▽
産
業
課
農
林
係
長

上　湯　安吾岩下 8：30発

〃　　大下宅入口 8：31
天水越　伴七宅前 8：40 10：30発

〃　　伝兵工宅前 8：42 10：32

〃　　水之屋宅前 8：43 10：33

〃　　公会堂前 8：44 10：34

〃　　都屋宅前 8：45 10：35

農　協　松里支所前 8：46 10：36

湯　本　米屋旅館前 8：50 10：40

湯　山　公会堂前 8：55 10：45

〃　　清八商店前 8：56 10：46

松之　山診療所 9：00着 10：50着

（
産
業
課
農

中
島
　
良
一

（
総
務
課
行

。
μ
　
　
　
ヒ
ヒ
『
ム

籾
　
　
　
ム
日
弓

（
住
民
課
福

高
沢
　
　
隆

（
建
設
課
建

　
設
係
長
）
　
　
　
　
久
保
田
雄
司

▽
総
務
課
行
政
係
長
　
　
（
総
務
課
財

　
政
係
長
）
　
　
　
　
相
沢
　
一
郎

▽
建
設
課
下
水
道
係
長
　
　
（
東
京
事

　
務
所
・
昇
任
）
　
　
草
村
　
好
信

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
　
　
（
産
業
課

　
農
林
係
V
　
　
　
　
佐
藤
　
敬
一

▽
出
納
室
会
計
係
　
　
（
総
務
課
財
政

　
係
）
　
　
　
　
　
　
高
波
　
し
ず

▽
総
務
課
財
政
係
　
　
（
産
業
課
土
地

　
改
良
係
）
　
　
　
　
田
辺
　
啓
子

▽
振
興
課
商
工
観
光
係
　
　
（
住
民
課

　
保
健
衛
生
係
）
　
　
佐
藤
　
三
雄

▽
総
務
課
行
政
係
　
　
（
出
納
室
会
計

　
係
）
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
和
恵

▽
産
業
課
農
林
係
　
　
（
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
係
）
　
　
佐
藤
　
　
至

▽
振
興
課
企
画
調
整
係
　
　
（
住
民
課

　
保
健
衛
生
係
）
　
　
佐
藤
　
　
功

▽
住
民
課
福
祉
係
　
　
（
建
設
課
用
地

　
係
）
　
　
　
　
　
久
保
田
雅
夫

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
　
　
（
東
頸
城

　
広
域
組
合
）
　
　
　
保
坂
美
智
男

▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
（
産
業

　
課
土
地
改
良
係
）
　
大
見
　
慶
介

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
　
　
（
総
務
課

　
行
政
係
）
　
　
　
　
竹
内
佐
千
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

◎
東
京
事
務
所

▽
小
口
　
一
成
（
住
民
課
福
祉
係
）

◎
東
頸
城
広
域
組
合
出
向

▽
保
坂
　
諭
祐
（
総
務
課
税
務
係
）

◎
松
之
山
診
療
所

▽
小
野
塚
和
栄
（
振
興
課
商
工
観
光

　
係
）

◎
松
之
山
保
育
所

▽
松
沢
　
末
美
（
松
里
保
育
所
）

◎
各
保
育
所
勤
務
（
松
之
山
保
育
所
付
）

▽
南
雲
　
良
子
（
松
之
山
保
育
所
）

◎
新
採
用

▽
佐
藤
　
知
浩
（
建
設
課
下
水
道
係
）

▽
高
橋
　
広
助
（
総
務
課
税
務
係
）

▽
相
沢
　
正
和
（
産
業
課
土
地
改
良

　
係
）

◎
退
　
職

▽
津
端
　
栄
介
（
松
之
山
診
療
所
）

　　　《送　り》

第1回目　11：00発
第2回目　診察終了後発
（注）

　隅数月は新田経由が早く、奇数

月は藤原経由が早くなります。

　たとえば、4月は新田経由が早

く、新田柿之木宅下8時47分発で

すが、5月になりますと9時47分

発と1時間遅くなります。

－逆に、4月は9時45分発と遅か

った上之山亀屋商店前は、5月に

なりますと8時45分発と1時問早

くなります。

　このように、月によって1時間

早くなったり遅くなったりします

ので注意してください。

《迎　え》（偶数月用

新田経由 藤原経由

中立山　バス停前 8：30発

田麦立　集会所前 8：34
坂　中　バス停前 8：37
月　池　ポンプ舎前 8：39
豊　田’バス停前 8：43
湯之島　旧若月商店前 8：44 9：44発

新　田　柿之木宅下 8：47
曽　根　っんね宅下 8：48
曽　根　集会所前 8：50
上之山　亀屋商店前 9：45
西之前　集会所前 9：46
曽　根　小川屋商店前 9：47

藤　原　甚内宅前 9：48

黒　倉　旧分校前■

9、二52

兎　ロ　バス停前 8：55 9：56

松之　山診療所 9：00着　， 10：00着

※問い合わせ先、松之山診療所（奮6－2240）
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浦
田
駐
在
所
訪
問
記

　
四
月
よ
り
浦
田
の
駐
在
さ
ん
が
代

わ
り
ま
し
た
。

　
新
た
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
金
子
巡

査
を
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介

し
ま
す
。

◎
出
身
地
は

　
長
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市
で
す
。

◎
前
任
地
は

　
柏
崎
署
交
通
課
で
、
交
通
事
故
と

取
り
締
ま
り
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

◎
ご
家
族
は

　
妻
と
二
歳
の
女
の
子
の
三
人
で
す
。

◎
警
察
官
に
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う
と
思
っ
た
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は
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の
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か
ら
あ
こ
が
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て
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た
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で
す
。
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に
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官
と
な
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ろ
い

ろ
大
変
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
と
会
え
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

金子浩輝巡査

三省地区………月曜日（運行時間・乗車場所は従来どおりです）

松里地区………火曜日（上湯にも運行されます）

浦田地区………水曜日（隔月ごとに運行路線の時間が交代）

布川地区（木曜日）・下川手地区（金曜日）は従来どおりです

　◎管

轄
区
域
の
印
象
は

　
来
た
ば
か
り
で
良
く
わ
か
り
ま
せ

　
ん
が
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
所
だ

　
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
親
切
な
人
が
多
く
、
平
和

　
な
地
域
で
す
ね
。

◎
趣
味
は

　
　
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
す
。

　
前
任
地
で
は
野
球
チ
ー
ム
に
入
っ

　
て
外
野
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
将
来
の
夢
は

　
家
族
が
明
る
く
楽
し
く
暮
ら
せ
る

　
大
き
な
家
を
建
て
た
い
で
す
。

　
◎
み
な
さ
ん
に
一
言

　
初
め
て
の
駐
在
所
勤
務
で
何
も
わ

　
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り

　
　
駐
在
所
の
近
く
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で
来
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れ
ま
し

　
た
ら
気
軽
に
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
交
通
課
で
数
々
の
交
通
事
故
を
見

　
て
き
た
金
子
巡
査
は
、
交
通
事
故
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悲
惨
さ
を
く
わ
し
く
話
し
て
く
れ
ま

　
し
た
。

　
　
皆
さ
ん
も
交
通
事
故
だ
け
は
起
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
え

　
　
　
　
　
　
　
　
が
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
す
ば

　
　
　
　
　
発
　
で
れ

　
　
　
　
　
後
　
回
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
1
が
す

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
者
ま

　
　
　
　
　
察
　
え
は
送

　
　
　
　
　
　
　
　
の
い
よ
［

　
　
目
目
目
　
　
へ
つ
に

　
　
回
回
回
）
湯
に
序

　
　
1
2
3
注
上
り
頃

　
　
第
第
第
　
　
　
送
の

　
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
い
よ
う
ト
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

》
発
発
了

り
0
0
0
0
終
　
は
患
り

送
1
0
n
診
　
迎
て
り

《《迎え》

ー
O
ミ
ー

役
場
職
員
人
事
異
動
・
・
月
百
付
け
・

　
　
　
　
建
設
課
に
下
水
道
係
を
新
設

　
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
一

部
機
構
改
革
と
職
員
の
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
機
構
の
面
で
は
、
建
設
課
内
に
下

水
道
係
を
新
設
し
、
振
興
課
内
の
企

画
係
を
企
画
調
整
係
に
変
更
し
ま
し

た
。　

下
水
道
係
の
新
設
に
よ
り
事
務
室

の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
振
興
課
と
建

設
課
の
事
務
室
が
入
れ
代
わ
り
ま
し

た
。　

人
事
面
で
は
、
診
療
所
の
運
転
手

が
一
名
退
職
さ
れ
、
三
名
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
保
育
所
に
勤
務
す
る
フ

リ
ー
保
母
が
松
之
山
保
育
所
に
配
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
〔
（
）
内
は
異
動
前
〕

▽
住
民
課
福
祉
係
長

林
係
長
）

▽
建
設
課
建
設
係
長

　
政
係
長
）

▽
総
務
課
財
政
係
長

　
祉
係
長
）

▽
産
業
課
農
林
係
長

上　湯　安吾岩下 8：30発

〃　　大下宅入口 8：31
天水越　伴七宅前 8：40 10：30発

〃　　伝兵工宅前 8：42 10：32

〃　　水之屋宅前 8：43 10：33

〃　　公会堂前 8：44 10：34

〃　　都屋宅前 8：45 10：35

農　協　松里支所前 8：46 10：36

湯　本　米屋旅館前 8：50 10：40

湯　山　公会堂前 8：55 10：45

〃　　清八商店前 8：56 10：46

松之　山診療所 9：00着 10：50着

（
産
業
課
農

中
島
　
良
一

（
総
務
課
行

。
μ
　
　
　
ヒ
ヒ
『
ム

籾
　
　
　
ム
日
弓

（
住
民
課
福

高
沢
　
　
隆

（
建
設
課
建

　
設
係
長
）
　
　
　
　
久
保
田
雄
司

▽
総
務
課
行
政
係
長
　
　
（
総
務
課
財

　
政
係
長
）
　
　
　
　
相
沢
　
一
郎

▽
建
設
課
下
水
道
係
長
　
　
（
東
京
事

　
務
所
・
昇
任
）
　
　
草
村
　
好
信

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
　
　
（
産
業
課

　
農
林
係
V
　
　
　
　
佐
藤
　
敬
一

▽
出
納
室
会
計
係
　
　
（
総
務
課
財
政

　
係
）
　
　
　
　
　
　
高
波
　
し
ず

▽
総
務
課
財
政
係
　
　
（
産
業
課
土
地

　
改
良
係
）
　
　
　
　
田
辺
　
啓
子

▽
振
興
課
商
工
観
光
係
　
　
（
住
民
課

　
保
健
衛
生
係
）
　
　
佐
藤
　
三
雄

▽
総
務
課
行
政
係
　
　
（
出
納
室
会
計

　
係
）
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
和
恵

▽
産
業
課
農
林
係
　
　
（
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
係
）
　
　
佐
藤
　
　
至

▽
振
興
課
企
画
調
整
係
　
　
（
住
民
課

　
保
健
衛
生
係
）
　
　
佐
藤
　
　
功

▽
住
民
課
福
祉
係
　
　
（
建
設
課
用
地

　
係
）
　
　
　
　
　
久
保
田
雅
夫

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
　
　
（
東
頸
城

　
広
域
組
合
）
　
　
　
保
坂
美
智
男

▽
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
（
産
業

　
課
土
地
改
良
係
）
　
大
見
　
慶
介

▽
産
業
課
土
地
改
良
係
　
　
（
総
務
課

　
行
政
係
）
　
　
　
　
竹
内
佐
千
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

◎
東
京
事
務
所

▽
小
口
　
一
成
（
住
民
課
福
祉
係
）

◎
東
頸
城
広
域
組
合
出
向

▽
保
坂
　
諭
祐
（
総
務
課
税
務
係
）

◎
松
之
山
診
療
所

▽
小
野
塚
和
栄
（
振
興
課
商
工
観
光

　
係
）

◎
松
之
山
保
育
所

▽
松
沢
　
末
美
（
松
里
保
育
所
）

◎
各
保
育
所
勤
務
（
松
之
山
保
育
所
付
）

▽
南
雲
　
良
子
（
松
之
山
保
育
所
）

◎
新
採
用

▽
佐
藤
　
知
浩
（
建
設
課
下
水
道
係
）

▽
高
橋
　
広
助
（
総
務
課
税
務
係
）

▽
相
沢
　
正
和
（
産
業
課
土
地
改
良

　
係
）

◎
退
　
職

▽
津
端
　
栄
介
（
松
之
山
診
療
所
）

　　　《送　り》

第1回目　11：00発
第2回目　診察終了後発
（注）

　隅数月は新田経由が早く、奇数

月は藤原経由が早くなります。

　たとえば、4月は新田経由が早

く、新田柿之木宅下8時47分発で

すが、5月になりますと9時47分

発と1時間遅くなります。

－逆に、4月は9時45分発と遅か

った上之山亀屋商店前は、5月に

なりますと8時45分発と1時問早

くなります。

　このように、月によって1時間

早くなったり遅くなったりします

ので注意してください。

《迎　え》（偶数月用

新田経由 藤原経由

中立山　バス停前 8：30発

田麦立　集会所前 8：34
坂　中　バス停前 8：37
月　池　ポンプ舎前 8：39
豊　田’バス停前 8：43
湯之島　旧若月商店前 8：44 9：44発

新　田　柿之木宅下 8：47
曽　根　っんね宅下 8：48
曽　根　集会所前 8：50
上之山　亀屋商店前 9：45
西之前　集会所前 9：46
曽　根　小川屋商店前 9：47

藤　原　甚内宅前 9：48

黒　倉　旧分校前■

9、二52

兎　ロ　バス停前 8：55 9：56

松之　山診療所 9：00着　， 10：00着

※問い合わせ先、松之山診療所（奮6－2240）

6
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国
民
年
金
は

「
二
十
歳
」
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
！

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
　
「
年
金
」
と
は
遠
い

将
来
の
こ
と
で
、
実
感
の
な
い
言
葉

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
若
い
皆
さ
ん
に
も
老
後

は
必
ず
訪
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
長
い
人
生
で
は
障
害
者
に

な
っ
た
り
、
働
き
手
が
死
亡
す
る
な
』

ど
の
不
幸
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　

そ
ん
な
と
き
の
備
え
と
し
て
、
国

の
責
任
で
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

各
種
共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
国
民
年
金
は
、
ど
な
た

に
も
共
通
す
る
基
礎
年
金
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

　
平
成
三
年
四
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で

は
加
入
が
任
意
だ
っ
た
二
十
歳
以
上

の
学
生
も
、
国
民
年
金
に
必
ず
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
方
は
、
全
員
が
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
。

　
加
入
者
は
次
の
三
種
類
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ふるさと号時刻表
一
一

　
用　

9

雷

東京→越後湯沢→松之山松之山→越後湯沢→東京

▼
第
一
号
被
保
険
者

　
農
林
漁
業
・
自
営
業
な
ど
の
方
と

　
そ
の
配
偶
者
、
及
び
学
生

▼
第
二
号
被
保
険
者

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
L
な
ど
、
厚

　
生
年
金
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入

　
し
て
い
る
方

▼
第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

　
い
る
配
偶
者

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
き
や
、

被
保
険
者
の
種
別
が
変
更
に
な
っ
た

と
き
は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
役
場

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
は
月
額
九
、
七
〇
〇

円
（
平
成
四
年
度
）
で
、
第
一
号
被

保
険
者
は
個
々
に
納
め
ま
す
。

　
第
二
号
・
第
三
号
被
保
険
者
の
保

険
料
は
、
職
場
で
加
入
し
て
い
る
年

金
制
度
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
納
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
若
い
世
代
が

納
め
た
保
険
料
で
、
お
年
寄
り
の
世

代
の
年
金
を
ま
か
な
う
、
　
「
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

松之山温泉発 8：10 14：00 上　越　新　幹　線 あさひ305号 あさひ317号

湯山（清八商店前）発 8：13 14：03 東　　京　　駅　　発 9：08 14：08

松之山診療所前発 8：15 14：05 上　　野　　駅　　発 9：14 14：14

橋　　　詰　　　発 8：18 14：08 大　　宮　　駅　　発 9：34 14：34

五十子平入口発 8：21 14：11 越後湯沢駅着 10：33 15：33

東　　　川　　　発 8＝23 14：13 越後湯沢駅西口発 10：45 16：05

越後湯沢駅西口着 9：30 15：20　1 東　　　川　　　着 11：42 17：02

上　越　新　幹　線 とき408号 とき420号 五十子平入口着 11：44 17：04

越後湯沢駅発 9：50 15：47 橋　　　詰　　　着 11：47 17：07

大　　宮　　駅　　着 10：54 16二54 松之山診療所前着 11：50 17：10

上　　野　　駅　　着 11：14 17：14 湯山（清八商店前）着 11：52 17：12

東　　京　　駅　　着 11：20 17：20 松之山温泉着 11：55 17：15

※料金（片道）大人1，000円　1歳以上中学生まで500円

※越後湯沢駅西口（温泉街）には停留所がありませんので、発車時間になりましたら西口駅前広場で

　お待ちください。

学
生
さ
ん
の
た
め
の

　
　
　
　
保
険
料
免
除
基
準
が
あ
り
ま
す

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
の

と
き
は
、
申
請
し
て
一
定
の
基
準
以

下
で
あ
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　
学
生
は
一
般
に
稼
得
能
力
が
な
い

こ
と
、
ま
た
、
親
元
の
負
担
が
過
大

と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
般
の
方

と
は
別
建
て
で
免
除
基
準
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
承
認
に
あ
た
っ
て
は
、
親
な
ど
を

含
め
た
世
帯
全
体
の
所
得
に
よ
る
ほ

か
、
学
生
が
親
と
同
居
か
別
居
か
、

大
学
な
ど
が
国
公
立
か
私
立
か
、
親

が
扶
養
す
る
学
生
の
数
な
ど
を
考
慮

し
た
う
え
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
申
請
の
手
続
き
は
、
住
民
票

の
あ
る
市
町
村
役
場
で
行
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
親
な
ど
の
世
帯
の
所
得

証
明
書
や
学
生
証
を
添
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
期
間
は
、
年
金
の

受
給
権
や
受
け
る
年
金
額
に
大
切
な

か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
滞
納

し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
忘
れ
ず
に
保
険
料
の
免
除
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
一
般
の
場
合
と
同
様
に
、
・

免
除
期
問
に
つ
い
て
の
年
金
額
は
三

分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
卒
業
後
、
社
会
人
と
な
っ
て
余
裕

が
で
き
た
と
き
は
、
早
め
に
保
険
料

を
追
納
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一一伽一一一　一一運行　日易幣編雛謬です一一一一・
　4月（1992）　　　　7月　　　　　　　　　10月　　　　　　　　1月（1993）
　日月火水木金土　　・日月火水木金土　　日月火水木金土　　日月火水木金土
　　　　①②③④　　　　　123④　　　　　　12③　　　　　　　①②
　⑤6789100　　⑤6789100　　④56789⑩　　③④⑥678⑨
　⑫1314151716⑪　　⑫1314151617⑱　　01213141516⑫　　⑩11121314⑰⑩
　⑫2021222324⑮　　⑫2021222324⑳　　⑱1920212223⑳　　⑦1819202122⑳
　⑳2728⑳⑳　　　　⑳2728293031　　　⑳2627282930⑪　　％2526272829⑳
　5月　　　　　　　8月　　　　　　　11月　　　　　　　2月
　　　　　　①②　　　　　　 ①　　①2③456⑦　　　12345⑥
　③④⑤678⑨　　②34567⑧　　0910111213㊤　　⑦8910012⑱
　⑪1112131415⑪　　⑨⑩⑪⑫0⑭0　　㊤1617181920⑪　　01516171819⑳
　⑰1819202122⑳　　⑯⑰⑱②⑳21⑳　　⑳⑳24252627⑳　　⑳2223242526⑰
　％2526272829⑳　％2箔125262728⑳　⑳30　　　　　⑳
　6月　　　　　　　　　　9月　　　　　　　　　　12月　　　　　　　　　3月

　　12345⑥　　　12340　　　 1234⑤　　　12345⑥
　⑦891011120　　⑥7891011⑫　　⑥7891011⑫　　⑦89101113⑪
　㊤1516171819⑳　　⑭140161718⑪　　014151617180　　01516171819⑳
　⑳2223242526⑳　　⑳2122⑳2425⑳　　⑳2122⑳⑳⑳⑳　　⑳2223242526⑳
　⑳2930　　　　　⑰282930　　　　⑳⑳㊥⑳⑪　　　　⑳293031
　　　　　　　　　　　お問い合わせ／松之山町役場振興課（02559）6－3131
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国
民
年
金
は

「
二
十
歳
」
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
！

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
　
「
年
金
」
と
は
遠
い

将
来
の
こ
と
で
、
実
感
の
な
い
言
葉

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
若
い
皆
さ
ん
に
も
老
後

は
必
ず
訪
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
長
い
人
生
で
は
障
害
者
に

な
っ
た
り
、
働
き
手
が
死
亡
す
る
な
』

ど
の
不
幸
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　

そ
ん
な
と
き
の
備
え
と
し
て
、
国

の
責
任
で
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

各
種
共
済
組
合
な
ど
の
公
的
年
金
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
国
民
年
金
は
、
ど
な
た

に
も
共
通
す
る
基
礎
年
金
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

　
平
成
三
年
四
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で

は
加
入
が
任
意
だ
っ
た
二
十
歳
以
上

の
学
生
も
、
国
民
年
金
に
必
ず
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
方
は
、
全
員
が
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
。

　
加
入
者
は
次
の
三
種
類
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ふるさと号時刻表
一
一

　
用　

9

雷

東京→越後湯沢→松之山松之山→越後湯沢→東京

▼
第
一
号
被
保
険
者

　
農
林
漁
業
・
自
営
業
な
ど
の
方
と

　
そ
の
配
偶
者
、
及
び
学
生

▼
第
二
号
被
保
険
者

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
L
な
ど
、
厚

　
生
年
金
ま
た
は
共
済
組
合
に
加
入

　
し
て
い
る
方

▼
第
三
号
被
保
険
者

　
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

　
い
る
配
偶
者

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
き
や
、

被
保
険
者
の
種
別
が
変
更
に
な
っ
た

と
き
は
、
原
則
と
し
て
市
町
村
役
場

に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
は
月
額
九
、
七
〇
〇

円
（
平
成
四
年
度
）
で
、
第
一
号
被

保
険
者
は
個
々
に
納
め
ま
す
。

　
第
二
号
・
第
三
号
被
保
険
者
の
保

険
料
は
、
職
場
で
加
入
し
て
い
る
年

金
制
度
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
納
め

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
若
い
世
代
が

納
め
た
保
険
料
で
、
お
年
寄
り
の
世

代
の
年
金
を
ま
か
な
う
、
　
「
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

松之山温泉発 8：10 14：00 上　越　新　幹　線 あさひ305号 あさひ317号

湯山（清八商店前）発 8：13 14：03 東　　京　　駅　　発 9：08 14：08

松之山診療所前発 8：15 14：05 上　　野　　駅　　発 9：14 14：14

橋　　　詰　　　発 8：18 14：08 大　　宮　　駅　　発 9：34 14：34

五十子平入口発 8：21 14：11 越後湯沢駅着 10：33 15：33

東　　　川　　　発 8＝23 14：13 越後湯沢駅西口発 10：45 16：05

越後湯沢駅西口着 9：30 15：20　1 東　　　川　　　着 11：42 17：02

上　越　新　幹　線 とき408号 とき420号 五十子平入口着 11：44 17：04

越後湯沢駅発 9：50 15：47 橋　　　詰　　　着 11：47 17：07

大　　宮　　駅　　着 10：54 16二54 松之山診療所前着 11：50 17：10

上　　野　　駅　　着 11：14 17：14 湯山（清八商店前）着 11：52 17：12

東　　京　　駅　　着 11：20 17：20 松之山温泉着 11：55 17：15

※料金（片道）大人1，000円　1歳以上中学生まで500円

※越後湯沢駅西口（温泉街）には停留所がありませんので、発車時間になりましたら西口駅前広場で

　お待ちください。

学
生
さ
ん
の
た
め
の

　
　
　
　
保
険
料
免
除
基
準
が
あ
り
ま
す

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
の

と
き
は
、
申
請
し
て
一
定
の
基
準
以

下
で
あ
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　
学
生
は
一
般
に
稼
得
能
力
が
な
い

こ
と
、
ま
た
、
親
元
の
負
担
が
過
大

と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
般
の
方

と
は
別
建
て
で
免
除
基
準
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
承
認
に
あ
た
っ
て
は
、
親
な
ど
を

含
め
た
世
帯
全
体
の
所
得
に
よ
る
ほ

か
、
学
生
が
親
と
同
居
か
別
居
か
、

大
学
な
ど
が
国
公
立
か
私
立
か
、
親

が
扶
養
す
る
学
生
の
数
な
ど
を
考
慮

し
た
う
え
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
申
請
の
手
続
き
は
、
住
民
票

の
あ
る
市
町
村
役
場
で
行
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
親
な
ど
の
世
帯
の
所
得

証
明
書
や
学
生
証
を
添
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
期
間
は
、
年
金
の

受
給
権
や
受
け
る
年
金
額
に
大
切
な

か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
滞
納

し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
忘
れ
ず
に
保
険
料
の
免
除
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
一
般
の
場
合
と
同
様
に
、
・

免
除
期
問
に
つ
い
て
の
年
金
額
は
三

分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
卒
業
後
、
社
会
人
と
な
っ
て
余
裕

が
で
き
た
と
き
は
、
早
め
に
保
険
料

を
追
納
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一一伽一一一　一一運行　日易幣編雛謬です一一一一・
　4月（1992）　　　　7月　　　　　　　　　10月　　　　　　　　1月（1993）
　日月火水木金土　　・日月火水木金土　　日月火水木金土　　日月火水木金土
　　　　①②③④　　　　　123④　　　　　　12③　　　　　　　①②
　⑤6789100　　⑤6789100　　④56789⑩　　③④⑥678⑨
　⑫1314151716⑪　　⑫1314151617⑱　　01213141516⑫　　⑩11121314⑰⑩
　⑫2021222324⑮　　⑫2021222324⑳　　⑱1920212223⑳　　⑦1819202122⑳
　⑳2728⑳⑳　　　　⑳2728293031　　　⑳2627282930⑪　　％2526272829⑳
　5月　　　　　　　8月　　　　　　　11月　　　　　　　2月
　　　　　　①②　　　　　　 ①　　①2③456⑦　　　12345⑥
　③④⑤678⑨　　②34567⑧　　0910111213㊤　　⑦8910012⑱
　⑪1112131415⑪　　⑨⑩⑪⑫0⑭0　　㊤1617181920⑪　　01516171819⑳
　⑰1819202122⑳　　⑯⑰⑱②⑳21⑳　　⑳⑳24252627⑳　　⑳2223242526⑰
　％2526272829⑳　％2箔125262728⑳　⑳30　　　　　⑳
　6月　　　　　　　　　　9月　　　　　　　　　　12月　　　　　　　　　3月

　　12345⑥　　　12340　　　 1234⑤　　　12345⑥
　⑦891011120　　⑥7891011⑫　　⑥7891011⑫　　⑦89101113⑪
　㊤1516171819⑳　　⑭140161718⑪　　014151617180　　01516171819⑳
　⑳2223242526⑳　　⑳2122⑳2425⑳　　⑳2122⑳⑳⑳⑳　　⑳2223242526⑳
　⑳2930　　　　　⑰282930　　　　⑳⑳㊥⑳⑪　　　　⑳293031
　　　　　　　　　　　お問い合わせ／松之山町役場振興課（02559）6－3131
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4
町
内
小
学
校
で
卒
業
式

　
三
月
二
十
五
日
、
町
内
の
小
学
校

で
一
斉
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
の
卒
業
生
は
男
子

六
名
、
女
子
九
名
の
計
卜
五
名
、
松

里
小
学
校
は
男
子
四
名
、
女
子
五
名

の
計
九
名
、
東
川
小
学
校
は
男
子
三

名
、
女
子
三
名
の
計
六
名
、
浦
田
小

学
校
は
男
子
六
名
、
女
子
四
名
の
計

十
名
で
し
た
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
学
生
服
や
セ

ー
ラ
ー
服
姿
で
、
心
は
早
く
も
中
学

生
の
よ
う
で
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
の
阿
部
寿
郎
校
長

は
、
「
中
学
生
に
な
っ
て
も
友
達
と
仲

良
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
豊
か
な

心
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
く

だ
さ
い
凶
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
別
れ
の
言
葉
は
卒
業
生
と
在
校
生

が
向
い
合
い
、
卒
業
生
は
六
年
間
の

思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
今
に
も

泣
き
だ
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し

た
。
最
後
は
「
さ
よ
な
ら
友
よ
」
を

全
員
で
歌
い
、
在
校
生
や
教
職
員
の

拍
手
に
送
ら
れ
て
式
場
を
あ
と
に
し

ま
し
た
。

　
中
学
生
に
な
る
と
教
科
が
増
え
た

り
、
部
活
が
忙
し
く
な
り
ま
す
が
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

“
9
｝

一
戸

解マ観劇

セーラー服姿が似合う卒業生

　　　　　（松之山小学校）

服

10

∫甜騰舟

藁蟻嚇

ロ
ノ

褐噂
メ
　
　
　
て騨1墾

先生や在校生に送られ卒業アーチをくぐる卒業生

2
涙
の
松
之
山
中
学
校
卒
業
式

　
三
月
十
四
日
松
之
山
中
学
校
の
卒

業
式
が
行
わ
れ
、
男
子
三
十
名
、
女

子
二
十
二
名
の
計
五
十
二
名
が
卒
業

し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
全
員
が
進
学
し
、
地
元

の
安
高
松
之
山
分
校
へ
は
二
十
九
名

が
進
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
主
な
進
学
先
は
松
代

高
校
十
二
名
、
高
田
高
校
三
名
、
長

岡
工
専
一
名
な
ど
で
す
。

　
卒
業
式
は
午
前
十
時
よ
り
始
ま
り
、

猪
田
完
生
校
長
か
ら
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
猪
田
校
長
は
「
浦
田
中
学
校
と
統

合
し
て
初
め
て
の
卒
業
式
を
無
事
迎

、
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
へ

進
学
し
て
も
中
学
校
で
習
っ
た
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
い
い
学
問
、
い
い
友

情
、
い
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

別
れ
る
と
き
も
笑
顔
で
別
れ
ら
れ
る

人
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
凶
と
式
辞

を
述
べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
相
沢

和
彦
君
が
「
と
も
に
喜
び
、
と
も
に

悲
し
ん
だ
友
と
別
れ
別
れ
に
な
り
ま

す
が
、
ど
ん
な
に
辛
く
切
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
松
中
で
培
っ
た
自
信

や
知
識
で
乗
り
切
っ
て
行
き
ま
す
ρ

と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
が
終
る
と
在
校
生
や
教
職
員

は
校
舎
の
前
に
並
び
、
卒
業
生
と
握

手
を
し
な
が
ら
い
つ
ま
で
も
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

3
町
内
保
育
所
卒
園
式

　
三
月
二
十
六
日
、
浦
田
保
育
所
と

松
之
山
保
育
所
で
卒
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
浦
田
保
育
所
で
は
卒
園
児
が
一
人

ひ
と
り
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
修

了
証
書
と
ご
ほ
う
び
を
貰
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
卒
園

児
が
描
い
た
お
母
さ
ん
の
似
顔
絵
と
、

手
作
り
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
が

卒
園
児
か
ら
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
は
心
の
こ
も
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感
激
し
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
松
里
保
育
所
の
卒
園
式
は

三
月
二
十
四
口
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
ス
キ
ー
場
で
ゲ
レ
ン
デ
結
婚
式

、
「
、

嵐
、
、
い
、
螺
｝
簿

、
、

　　■

＼》

＼
、
へ
、
．

朔

置麹レ

5
山
村
留
学
修
園
式

　
三
月
二
十
二
日
午
後
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
、
山
村
留
学
松
之
山
学

園
の
第
五
期
生
修
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

祝福のストックアーチを笑顔で通る

新婚カップル

　
青
木
理
事
長
か
ら
修
園
生
に
修
園

賞
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
一
年
間
頑
張

っ
た
子
供
た
ち
を
誉
め
ま
し
た
。

　
山
留
生
全
員
が
参
加
し
た
勇
壮
な

　
三
月
二
十
五
日
午
後
四
時
よ
り
、

松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
で
ゲ
レ
ン
デ

結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
幸
福
な
カ
ッ
プ
ル
は
湯
本
の

村
山
一
雄
さ
ん
・
高
位
さ
ん
で
、
昨

年
の
四
月
ス
キ
ー
場
で
知
り
合
い
、

お
互
い
に
一
目
ぽ
れ
し
た
そ
う
で
す
。

　
ス
キ
ー
場
を
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で

一
周
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
雪
椿
前
で
ス
キ
ー
合
宿
の
皆
さ

ん
が
作
っ
た
、
ス
ト
ッ
ク
の
ア
ー
チ

の
間
を
ゆ
っ
く
り
進
み
ま
し
た
。

　
末
．
長
く
お
し
あ
わ
せ
に
。

豊
年
太
鼓
は
腹
の
底
ま
で
響
き
、
最

後
の
乱
れ
打
ち
に
な
る
と
大
粒
の
汗

が
頬
を
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　
山
村
留
学
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

は
全
国
で
一
〇
〇
近
く
あ
り
ま
す
が
、

松
之
山
へ
の
留
学
希
望
者
は
年
々
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

在園児から卒園児に花束が送られました

　　　　　　　　　　（浦田保育所）

嘩圏∫㌧1L触

蕩藍 コ嘩

山留生の心が一つになった豊年太鼓

”
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4
町
内
小
学
校
で
卒
業
式

　
三
月
二
十
五
日
、
町
内
の
小
学
校

で
一
斉
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
の
卒
業
生
は
男
子

六
名
、
女
子
九
名
の
計
卜
五
名
、
松

里
小
学
校
は
男
子
四
名
、
女
子
五
名

の
計
九
名
、
東
川
小
学
校
は
男
子
三

名
、
女
子
三
名
の
計
六
名
、
浦
田
小

学
校
は
男
子
六
名
、
女
子
四
名
の
計

十
名
で
し
た
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
学
生
服
や
セ

ー
ラ
ー
服
姿
で
、
心
は
早
く
も
中
学

生
の
よ
う
で
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
の
阿
部
寿
郎
校
長

は
、
「
中
学
生
に
な
っ
て
も
友
達
と
仲

良
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
豊
か
な

心
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
く

だ
さ
い
凶
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
別
れ
の
言
葉
は
卒
業
生
と
在
校
生

が
向
い
合
い
、
卒
業
生
は
六
年
間
の

思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
今
に
も

泣
き
だ
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し

た
。
最
後
は
「
さ
よ
な
ら
友
よ
」
を

全
員
で
歌
い
、
在
校
生
や
教
職
員
の

拍
手
に
送
ら
れ
て
式
場
を
あ
と
に
し

ま
し
た
。

　
中
学
生
に
な
る
と
教
科
が
増
え
た

り
、
部
活
が
忙
し
く
な
り
ま
す
が
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

“
9
｝

一
戸

解マ観劇

セーラー服姿が似合う卒業生

　　　　　（松之山小学校）
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先生や在校生に送られ卒業アーチをくぐる卒業生

2
涙
の
松
之
山
中
学
校
卒
業
式

　
三
月
十
四
日
松
之
山
中
学
校
の
卒

業
式
が
行
わ
れ
、
男
子
三
十
名
、
女

子
二
十
二
名
の
計
五
十
二
名
が
卒
業

し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
全
員
が
進
学
し
、
地
元

の
安
高
松
之
山
分
校
へ
は
二
十
九
名

が
進
学
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
主
な
進
学
先
は
松
代

高
校
十
二
名
、
高
田
高
校
三
名
、
長

岡
工
専
一
名
な
ど
で
す
。

　
卒
業
式
は
午
前
十
時
よ
り
始
ま
り
、

猪
田
完
生
校
長
か
ら
生
徒
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
猪
田
校
長
は
「
浦
田
中
学
校
と
統

合
し
て
初
め
て
の
卒
業
式
を
無
事
迎

、
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
校
へ

進
学
し
て
も
中
学
校
で
習
っ
た
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
い
い
学
問
、
い
い
友

情
、
い
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

別
れ
る
と
き
も
笑
顔
で
別
れ
ら
れ
る

人
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
凶
と
式
辞

を
述
べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
相
沢

和
彦
君
が
「
と
も
に
喜
び
、
と
も
に

悲
し
ん
だ
友
と
別
れ
別
れ
に
な
り
ま

す
が
、
ど
ん
な
に
辛
く
切
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
松
中
で
培
っ
た
自
信

や
知
識
で
乗
り
切
っ
て
行
き
ま
す
ρ

と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
が
終
る
と
在
校
生
や
教
職
員

は
校
舎
の
前
に
並
び
、
卒
業
生
と
握

手
を
し
な
が
ら
い
つ
ま
で
も
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

3
町
内
保
育
所
卒
園
式

　
三
月
二
十
六
日
、
浦
田
保
育
所
と

松
之
山
保
育
所
で
卒
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
浦
田
保
育
所
で
は
卒
園
児
が
一
人

ひ
と
り
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
修

了
証
書
と
ご
ほ
う
び
を
貰
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
卒
園

児
が
描
い
た
お
母
さ
ん
の
似
顔
絵
と
、

手
作
り
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
が

卒
園
児
か
ら
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
は
心
の
こ
も
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
感
激
し
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
松
里
保
育
所
の
卒
園
式
は

三
月
二
十
四
口
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
ス
キ
ー
場
で
ゲ
レ
ン
デ
結
婚
式

、
「
、

嵐
、
、
い
、
螺
｝
簿

、
、

　　■

＼》

＼
、
へ
、
．

朔

置麹レ

5
山
村
留
学
修
園
式

　
三
月
二
十
二
日
午
後
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
で
、
山
村
留
学
松
之
山
学

園
の
第
五
期
生
修
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

祝福のストックアーチを笑顔で通る

新婚カップル

　
青
木
理
事
長
か
ら
修
園
生
に
修
園

賞
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
一
年
間
頑
張

っ
た
子
供
た
ち
を
誉
め
ま
し
た
。

　
山
留
生
全
員
が
参
加
し
た
勇
壮
な

　
三
月
二
十
五
日
午
後
四
時
よ
り
、

松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
で
ゲ
レ
ン
デ

結
婚
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
幸
福
な
カ
ッ
プ
ル
は
湯
本
の

村
山
一
雄
さ
ん
・
高
位
さ
ん
で
、
昨

年
の
四
月
ス
キ
ー
場
で
知
り
合
い
、

お
互
い
に
一
目
ぽ
れ
し
た
そ
う
で
す
。

　
ス
キ
ー
場
を
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で

一
周
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
雪
椿
前
で
ス
キ
ー
合
宿
の
皆
さ

ん
が
作
っ
た
、
ス
ト
ッ
ク
の
ア
ー
チ

の
間
を
ゆ
っ
く
り
進
み
ま
し
た
。

　
末
．
長
く
お
し
あ
わ
せ
に
。

豊
年
太
鼓
は
腹
の
底
ま
で
響
き
、
最

後
の
乱
れ
打
ち
に
な
る
と
大
粒
の
汗

が
頬
を
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　
山
村
留
学
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

は
全
国
で
一
〇
〇
近
く
あ
り
ま
す
が
、

松
之
山
へ
の
留
学
希
望
者
は
年
々
増

え
て
い
る
そ
う
で
す
。

在園児から卒園児に花束が送られました

　　　　　　　　　　（浦田保育所）
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山留生の心が一つになった豊年太鼓

”
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ト
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
町
の
東
部
に
位
置
し
、
松
代
町
・

十
日
町
市
・
中
里
村
と
接
し
て
い
る
。

　
地
名
は
松
之
山
郷
の
東
端
、
妻
有

境
の
高
地
に
由
来
す
る
。

　
江
戸
時
代
は
坂
下
村
の
枝
郷
で
原

　
お
　
チ
し
ム
た
い
ら

と
青
苧
平
と
が
あ
っ
た
。

　
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
坂

下
村
か
ら
独
立
し
て
東
山
村
と
な
り
、

明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行
の
と

き
に
、
東
山
村
は
原
（
現
松
之
山
町

東
山
）
と
青
苧
平
（
現
松
代
町
東
山
）

へ
と
分
離
し
た
。

　
　
ヘ
ヘ
と
り

　
字
七
通
周
辺
に
は
文
化
十
二
（
一

八
一
五
）
年
四
月
ご
ろ
か
ら
入
植
が

始
ま
っ
た
七
通
集
落
が
あ
っ
た
が
、

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
七
月

に
最
後
の
世
帯
が
東
山
に
移
住
し
て

無
民
戸
と
な
っ
た
。

　
七
通
は
三
～
五
戸
と
い
う
小
規
模

集
落
の
た
め
、
行
政
ヒ
は
東
山
に
含

ま
れ
て
い
た
。
・

　
　
　
あ
ヒ
　
お
　
や
セ

内
城
・
天
尾
山
城
と
も
い
い
、
松
之

山
町
と
中
里
村
境
に
位
置
す
る
標
高

六
四
一
m
の
山
城
で
、
通
称
「
城
山
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
山
頂
は
広
く
、
松
之
山
町
を
は
じ

め
魚
沼
方
面
が
眺
望
で
き
る
景
勝
の

地
で
あ
る
。

　
南
北
へ
延
び
る
尾
根
に
戦
国
期
の

遺
構
が
集
中
し
、
山
頂
南
端
は
一
段

高
く
な
っ
て
お
り
、
狼
煙
を
上
げ
た

場
所
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
急
峻
な
西
斜
面
を
除
い
て

杉
が
植
林
さ
れ
て
お
り
、
植
林
の
と

き
に
遺
構
が
↓
部
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

　
東
山
城
は
東
山
か
ら
中
里
村
へ
抜

け
る
街
道
と
、
ヒ
蝦
池
か
ら
中
里
村

へ
抜
け
る
街
道
監
視
の
任
務
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
か
っ
た
の
か
、
坪
野
な
ど
の
親
類

宅
か
ら
冬
季
間
通
学
し
て
い
た
の
か

不
明
で
あ
る
。

　
就
学
児
童
の
関
係
で
開
設
・
廃
止

が
断
続
的
に
続
い
た
が
、
昭
和
五
十

二
年
三
月
、
交
通
事
情
の
改
善
と
児

童
の
減
少
に
よ
り
完
全
に
廃
止
さ
れ

た
。　

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
東
山

冬
季
分
校
（
現
集
会
所
）
に
投
票
所

が
設
置
さ
れ
た
。

口
【
剛
國
目

東
山
城
は
別
名
を
七
通
城
・
堀
之

東
山
冬
季
分
校

　
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
、
東

山
に
初
め
て
冬
季
分
校
（
雪
中
派
出

校
）
が
開
設
さ
れ
た
。

　
東
山
は
坪
野
小
学
校
区
に
属
し
、

夏
季
は
坪
野
ま
で
通
学
し
て
い
た
。

　
明
治
四
十
年
ま
で
就
学
児
硫
が
い

諏
訪
神
社

　
東
山
は
坂
下
村
の
枝
郷
と
し
て
開

発
さ
れ
た
た
め
、
坂
下
と
同
じ
諏
訪

　
　
　
　
　
　
た
の
　
み
　
な
ぢ
の
ゐ
ド
こ

神
社
（
祭
神
・
建
御
名
方
命
）
を
奉

斎
し
て
い
る
。

　
ご
神
体
は
町
内
神
社
で
は
珍
し
い

石
像
で
あ
る
。

　
な
お
、
坂
下
の
諏
訪
神
社
は
昭
和

三
年
九
月
三
柱
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　
東
山
の
開
発
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く

江
戸
中
期
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
。

　
枝
郷
と
し
て
の
機
能
が
整
備
さ
れ
、

村
の
鎮
守
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
は

江
戸
後
期
近
く
か
も
し
れ
な
い
。

　
平
成
二
年
十
二
月
、
老
朽
化
し
た

社
殿
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に

改
築
さ
れ
た
。

分
離
し
た
東
山

松之山町と中里村境に位置する東山城

山頂は広く、松之山町をはじめ魚沼方面が眺望できる
景勝の地である

　
明
治
初
期
、
た
び
た
び
行
政
区
域

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　
東
山
は
坂
下
村
の
枝
郷
と
し
て
独

立
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
本
村
の
坂

下
村
と
同
じ
行
政
区
域
に
属
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
近
隣
の
赤
倉
や
坪
野

と
行
政
区
域
が
異
な
り
、
連
絡
や
諸

負
担
に
不
便
が
生
じ
て
い
た
。

　
明
治
十
五
年
四
月
二
十
二
日
、
新

潟
県
か
ら
分
村
の
許
可
が
下
り
、
東

山
は
独
立
村
と
し
て
東
川
戸
長
役
場

に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
明
治
二
十
二
年
四
月
『
日
町
村
制

が
施
行
さ
れ
、
東
山
村
の
う
ち
原
分

は
布
川
村
（
現
松
之
山
町
）
大
字
東

山
、
青
苧
平
分
は
伊
沢
村
（
現
松
代

町
）
大
字
東
山
へ
と
分
離
し
た
。

　
分
離
し
た
理
由
は
、
立
地
的
に
両

東
山
が
離
れ
て
い
る
こ
と
、
人
的
・

経
済
的
な
つ
な
が
り
が
薄
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
四
月
・
一
日
よ
り
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
定
時
放
送
は
午
前
十
一
時
五
十
五

分
、
午
後
七
時
五
十
五
分
か
ら
の
二

回
で
す
。

　
放
送
内
容
は
、
町
の
行
事
や
出
来

事
な
ど
の
情
報
、
防
災
・
防
犯
に
つ

い
．
曳
の
注
意
事
項
、
ま
た
必
要
に
応

じ
農
作
物
の
管
理
情
報
な
ど
も
放
送

し
ま
す
。

　
災
害
時
や
緊
急
時
に
は
、
皆
さ
ん

が
一
刻
も
早
く
知
り
た
い
情
報
を
す

ぐ
に
放
送
し
ま
す
。

　
町
内
十
｝
か
所
に
設
置
さ
れ
た
屋

外
子
局
に
は
マ
イ
ク
が
付
い
て
お
り
、

軸r蚕∫∫

、、

そ
の
マ
イ
ク
で
屋
外
子
局
の
み
の
放

送
が
で
き
ま
す
。

　
使
用
方
法
の
説
明
会
は
、
屋
外
子

局
単
位
に
総
代
さ
ん
な
ど
か
ら
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
五
月
上
旬
頃
に
行
う

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
鳴
ら
す
サ
イ
レ

ン
の
試
験
も
近
々
行
い
ま
す
が
、
鳴

ら
す
日
時
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
定
時

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
信
状
況
が
悪
い
方
は
役

場
の
総
務
課
行
政
係
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
手
直
し
工
事
を
行
い
ま
す
。

　　　　　「』々・
　　騒誉，1シ職㌧
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本格的な放送が始まった防災行政無線

新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た

　
公
民
館
の
図
書
室
に
新
刊
図
書
が

入
り
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
貸
出
し
冊
数
は
三
冊
以
内

で
、
貸
出
し
期
間
は
十
日
間
で
す
。

▼
新
刊
図
書
名

動
物
た
ち
の
大
自
然

い
ま
飲
み
水
が
恐
ろ
し
い

晩
年
の
子
供

愛
こ
そ
が
す
べ
て

世
界
の
祭
り

十
津
川
警
部
怒
り
の
追
跡
（
上
・
下
）

マ
ザ
コ
ン
刑
事
と
呪
い
の
館

三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
フ
；
ガ

花
嫁
の
時
間
割

結
婚
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
症
候
群

信
長
を
撃
て

信
長
と
女
た
ち

天
正
十
年
夏
本
能
寺
炎
上

患
者
を
殺
す
医
者
生
か
す
医
者

名
物
風
呂
の
旅

我
が
家
の
生
活
経
済

卑
弥
呼
伝
説

思
い
出
ほ
ろ
ろ
ん
上
越
編

お
し
ゃ
べ
り
な
診
察
室

欲
望
の
大
秘
宝

日
本
は
幸
福
か

奥
黒
部
殺
意
の
ザ
イ
ル

親
と
子
と
教
師
心
の
通
い
道

だ
か
ら
私
は
嫌
わ
れ
る

寄
り
添
っ
て
老
後

道
路
交
通
法
面
白
事
典

三
十
歳
が
気
に
な
り
ま
す
か
？

相
撲
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

あ
な
た
も
危
な
い
ト
ラ
ブ
ル
一
〇
〇

謀
ら
れ
た
騎
手

ア
イ
・
ラ
ブ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

尾
道
に
消
え
た
女

メ
ト
レ
ス
愛
人

さ
よ
な
ら
も
い
わ
な
い
で

負
け
て
た
ま
る
か

熊
野
古
道
殺
人
事
件

弧
独
を
生
き
る

捨
て
る
神
に
拾
う
神

北
国
街
道
殺
人
事
件

天
使
の
誘
惑

鏡
の
中
の
う
そ

倭
・
倭
人
・
倭
国

蝶
に
な
る
日

”π
緩
持
に
汁
拝
号
ー
ー
鞭
務
移
移
拝
i
置
…
し
…
ー
翠
…
ー
…
零
i

皿
　
町
の
消
防
団
長
が
か
わ
り
ま
し
た

　
四
月
か
ら
町
の
消
防
団
長
に
、
田

辺
慎
一
さ
ん
（
松
之
山
）
が
就
任
し

　
ん

　
さ

　
　
「

　
慎

長
辺

団
田

新

ま
し
た
。

　
新
団
長
の
田
辺
さ
ん
は
、
昭
和
六

十
年
か
ら
町
の
副
団
長
と
し
，
て
活
躍

し
て
き
ま
し
た
。

　
年
齢
も
若
く
、
こ
れ
か
ら
の
消
防

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
田
辺
さ
ん
は
「
微
力
な
が
ら
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。
無
火
災
記
録
が

続
く
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
凶
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
前
団
長
の
小
野
塚
健
一
さ
ん
は
、

昭
和
三
十
六
年
か
ら
消
防
団
に
入
ら

れ
、
昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
団
長
と

し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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集
落
探
訪

歴
史
と
地
名

　
町
の
東
部
に
位
置
し
、
松
代
町
・

十
日
町
市
・
中
里
村
と
接
し
て
い
る
。

　
地
名
は
松
之
山
郷
の
東
端
、
妻
有

境
の
高
地
に
由
来
す
る
。

　
江
戸
時
代
は
坂
下
村
の
枝
郷
で
原

　
お
　
チ
し
ム
た
い
ら

と
青
苧
平
と
が
あ
っ
た
。

　
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
坂

下
村
か
ら
独
立
し
て
東
山
村
と
な
り
、

明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
施
行
の
と

き
に
、
東
山
村
は
原
（
現
松
之
山
町

東
山
）
と
青
苧
平
（
現
松
代
町
東
山
）

へ
と
分
離
し
た
。

　
　
ヘ
ヘ
と
り

　
字
七
通
周
辺
に
は
文
化
十
二
（
一

八
一
五
）
年
四
月
ご
ろ
か
ら
入
植
が

始
ま
っ
た
七
通
集
落
が
あ
っ
た
が
、

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
七
月

に
最
後
の
世
帯
が
東
山
に
移
住
し
て

無
民
戸
と
な
っ
た
。

　
七
通
は
三
～
五
戸
と
い
う
小
規
模

集
落
の
た
め
、
行
政
ヒ
は
東
山
に
含

ま
れ
て
い
た
。
・

　
　
　
あ
ヒ
　
お
　
や
セ

内
城
・
天
尾
山
城
と
も
い
い
、
松
之

山
町
と
中
里
村
境
に
位
置
す
る
標
高

六
四
一
m
の
山
城
で
、
通
称
「
城
山
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
山
頂
は
広
く
、
松
之
山
町
を
は
じ

め
魚
沼
方
面
が
眺
望
で
き
る
景
勝
の

地
で
あ
る
。

　
南
北
へ
延
び
る
尾
根
に
戦
国
期
の

遺
構
が
集
中
し
、
山
頂
南
端
は
一
段

高
く
な
っ
て
お
り
、
狼
煙
を
上
げ
た

場
所
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
急
峻
な
西
斜
面
を
除
い
て

杉
が
植
林
さ
れ
て
お
り
、
植
林
の
と

き
に
遺
構
が
↓
部
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

　
東
山
城
は
東
山
か
ら
中
里
村
へ
抜

け
る
街
道
と
、
ヒ
蝦
池
か
ら
中
里
村

へ
抜
け
る
街
道
監
視
の
任
務
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
か
っ
た
の
か
、
坪
野
な
ど
の
親
類

宅
か
ら
冬
季
間
通
学
し
て
い
た
の
か

不
明
で
あ
る
。

　
就
学
児
童
の
関
係
で
開
設
・
廃
止

が
断
続
的
に
続
い
た
が
、
昭
和
五
十

二
年
三
月
、
交
通
事
情
の
改
善
と
児

童
の
減
少
に
よ
り
完
全
に
廃
止
さ
れ

た
。　

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
東
山

冬
季
分
校
（
現
集
会
所
）
に
投
票
所

が
設
置
さ
れ
た
。

口
【
剛
國
目

東
山
城
は
別
名
を
七
通
城
・
堀
之

東
山
冬
季
分
校

　
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
、
東

山
に
初
め
て
冬
季
分
校
（
雪
中
派
出

校
）
が
開
設
さ
れ
た
。

　
東
山
は
坪
野
小
学
校
区
に
属
し
、

夏
季
は
坪
野
ま
で
通
学
し
て
い
た
。

　
明
治
四
十
年
ま
で
就
学
児
硫
が
い

諏
訪
神
社

　
東
山
は
坂
下
村
の
枝
郷
と
し
て
開

発
さ
れ
た
た
め
、
坂
下
と
同
じ
諏
訪

　
　
　
　
　
　
た
の
　
み
　
な
ぢ
の
ゐ
ド
こ

神
社
（
祭
神
・
建
御
名
方
命
）
を
奉

斎
し
て
い
る
。

　
ご
神
体
は
町
内
神
社
で
は
珍
し
い

石
像
で
あ
る
。

　
な
お
、
坂
下
の
諏
訪
神
社
は
昭
和

三
年
九
月
三
柱
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

　
東
山
の
開
発
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く

江
戸
中
期
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
。

　
枝
郷
と
し
て
の
機
能
が
整
備
さ
れ
、

村
の
鎮
守
と
し
て
建
立
さ
れ
た
の
は

江
戸
後
期
近
く
か
も
し
れ
な
い
。

　
平
成
二
年
十
二
月
、
老
朽
化
し
た

社
殿
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に

改
築
さ
れ
た
。

分
離
し
た
東
山

松之山町と中里村境に位置する東山城

山頂は広く、松之山町をはじめ魚沼方面が眺望できる
景勝の地である

　
明
治
初
期
、
た
び
た
び
行
政
区
域

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　
東
山
は
坂
下
村
の
枝
郷
と
し
て
独

立
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
本
村
の
坂

下
村
と
同
じ
行
政
区
域
に
属
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
近
隣
の
赤
倉
や
坪
野

と
行
政
区
域
が
異
な
り
、
連
絡
や
諸

負
担
に
不
便
が
生
じ
て
い
た
。

　
明
治
十
五
年
四
月
二
十
二
日
、
新

潟
県
か
ら
分
村
の
許
可
が
下
り
、
東

山
は
独
立
村
と
し
て
東
川
戸
長
役
場

に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
明
治
二
十
二
年
四
月
『
日
町
村
制

が
施
行
さ
れ
、
東
山
村
の
う
ち
原
分

は
布
川
村
（
現
松
之
山
町
）
大
字
東

山
、
青
苧
平
分
は
伊
沢
村
（
現
松
代

町
）
大
字
東
山
へ
と
分
離
し
た
。

　
分
離
し
た
理
由
は
、
立
地
的
に
両

東
山
が
離
れ
て
い
る
こ
と
、
人
的
・

経
済
的
な
つ
な
が
り
が
薄
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
四
月
・
一
日
よ
り
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
定
時
放
送
は
午
前
十
一
時
五
十
五

分
、
午
後
七
時
五
十
五
分
か
ら
の
二

回
で
す
。

　
放
送
内
容
は
、
町
の
行
事
や
出
来

事
な
ど
の
情
報
、
防
災
・
防
犯
に
つ

い
．
曳
の
注
意
事
項
、
ま
た
必
要
に
応

じ
農
作
物
の
管
理
情
報
な
ど
も
放
送

し
ま
す
。

　
災
害
時
や
緊
急
時
に
は
、
皆
さ
ん

が
一
刻
も
早
く
知
り
た
い
情
報
を
す

ぐ
に
放
送
し
ま
す
。

　
町
内
十
｝
か
所
に
設
置
さ
れ
た
屋

外
子
局
に
は
マ
イ
ク
が
付
い
て
お
り
、

軸r蚕∫∫

、、

そ
の
マ
イ
ク
で
屋
外
子
局
の
み
の
放

送
が
で
き
ま
す
。

　
使
用
方
法
の
説
明
会
は
、
屋
外
子

局
単
位
に
総
代
さ
ん
な
ど
か
ら
集
ま

っ
て
も
ら
い
、
五
月
上
旬
頃
に
行
う

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
鳴
ら
す
サ
イ
レ

ン
の
試
験
も
近
々
行
い
ま
す
が
、
鳴

ら
す
日
時
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
定
時

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
信
状
況
が
悪
い
方
は
役

場
の
総
務
課
行
政
係
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
後
日
、
手
直
し
工
事
を
行
い
ま
す
。

　　　　　「』々・
　　騒誉，1シ職㌧

　　　　　　　欝

　　　　　　　　　　　？

　　　　　監　　．b、也

本格的な放送が始まった防災行政無線

新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た

　
公
民
館
の
図
書
室
に
新
刊
図
書
が

入
り
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
貸
出
し
冊
数
は
三
冊
以
内

で
、
貸
出
し
期
間
は
十
日
間
で
す
。

▼
新
刊
図
書
名

動
物
た
ち
の
大
自
然

い
ま
飲
み
水
が
恐
ろ
し
い

晩
年
の
子
供

愛
こ
そ
が
す
べ
て

世
界
の
祭
り

十
津
川
警
部
怒
り
の
追
跡
（
上
・
下
）

マ
ザ
コ
ン
刑
事
と
呪
い
の
館

三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
フ
；
ガ

花
嫁
の
時
間
割

結
婚
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
症
候
群

信
長
を
撃
て

信
長
と
女
た
ち

天
正
十
年
夏
本
能
寺
炎
上

患
者
を
殺
す
医
者
生
か
す
医
者

名
物
風
呂
の
旅

我
が
家
の
生
活
経
済

卑
弥
呼
伝
説

思
い
出
ほ
ろ
ろ
ん
上
越
編

お
し
ゃ
べ
り
な
診
察
室

欲
望
の
大
秘
宝

日
本
は
幸
福
か

奥
黒
部
殺
意
の
ザ
イ
ル

親
と
子
と
教
師
心
の
通
い
道

だ
か
ら
私
は
嫌
わ
れ
る

寄
り
添
っ
て
老
後

道
路
交
通
法
面
白
事
典

三
十
歳
が
気
に
な
り
ま
す
か
？

相
撲
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

あ
な
た
も
危
な
い
ト
ラ
ブ
ル
一
〇
〇

謀
ら
れ
た
騎
手

ア
イ
・
ラ
ブ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

尾
道
に
消
え
た
女

メ
ト
レ
ス
愛
人

さ
よ
な
ら
も
い
わ
な
い
で

負
け
て
た
ま
る
か

熊
野
古
道
殺
人
事
件

弧
独
を
生
き
る

捨
て
る
神
に
拾
う
神

北
国
街
道
殺
人
事
件

天
使
の
誘
惑

鏡
の
中
の
う
そ

倭
・
倭
人
・
倭
国

蝶
に
な
る
日
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消
防
団
長
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か
わ
り
ま
し
た

　
四
月
か
ら
町
の
消
防
団
長
に
、
田

辺
慎
一
さ
ん
（
松
之
山
）
が
就
任
し

　
ん

　
さ

　
　
「

　
慎

長
辺

団
田

新

ま
し
た
。

　
新
団
長
の
田
辺
さ
ん
は
、
昭
和
六

十
年
か
ら
町
の
副
団
長
と
し
，
て
活
躍

し
て
き
ま
し
た
。

　
年
齢
も
若
く
、
こ
れ
か
ら
の
消
防

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
田
辺
さ
ん
は
「
微
力
な
が
ら
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。
無
火
災
記
録
が

続
く
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
凶
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
前
団
長
の
小
野
塚
健
一
さ
ん
は
、

昭
和
三
十
六
年
か
ら
消
防
団
に
入
ら

れ
、
昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
団
長
と

し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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三
月
八
口
か
ら
十
三
日
ま
で
、
自

然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
「
技
道
場
作

品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
様
式
の
変
化
に
と
も
な
い
、

ワ
ラ
・
ス
ゲ
工
品
や
竹
細
工
な
ど
昔

か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
製
品
が
見
ら

れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
、
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
こ
れ
ら
の
作
品
を
展
示
し
、
そ
の

技
術
を
次
世
代
の
人
達
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
作
品
展
に
は
三
十
二
名
の
方
が
ワ

ラ
エ
品
を
中
心
に
出
品
し
、
今
で
は

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
作
品

も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
ご
と
に
作
り
方
が
異

な
っ
て
い
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
六
H
か
ら
二
十
九
日
ま

で
、
旧
黒
倉
分
校
で
松
之
山
冒
険
学

校
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
東
京
冒
険
ク
ラ
ブ
十
五

名
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
九
名
の
計

二
十
四
名
で
し
た
。

　
二
十
六
日
の
午
後
は
納
豆
づ
く
り

で
、
ま
ず
最
初
に
納
豆
を
入
れ
る
ワ

ラ
苞
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
豆
は
黒
倉
集
落
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
朝
早
く
か
ら
煮
始
め
、
子
供
た

ち
の
ワ
ラ
苞
が
出
来
E
が
る
こ
ろ
に

は
、
手
で
簡
単
に
豆
が
潰
れ
る
ほ
ど

や
わ
ら
か
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
六
回
を
迎
え
る
松
之
山
温
泉
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
が
、
四
月
十
九
H
（
月
）
に
大
厳
寺

高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
新
潟
県
ス
キ
ー
連
盟

公
認
の
大
会
で
、
町
内
選
手
は
も
と

よ
り
県
内
の
有
力
校
、
長
野
県
内
の

有
力
校
か
ら
も
選
手
が
多
数
参
加
し

ま
す
。

▼
期
　
日

　
四
月
十
九
口
（
日
）

▼
会
　
場

　
大
厳
寺
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
コ
ー
ス

▼
日
程

　
受
　
付
八
時
三
十
分
～

貯縁辮蹴鯉鎌紬辮

開
会
式

選
手
会

競
技
開
始

▼
競
技
順

卜九九八日寺　1｝寺　1時…　II寺

三三　三　 ト　テ｛

一1・　 1一　ラ〉　 卜

分分　～分
～　～　　～

①
成
年
男
子
＋
㎞

②
少
年
男
子
＋
㎞

③
中
学
校
男
子
二
・
三
年
十
㎞

④
成
年
女
子
五
㎞

⑤
少
年
女
子
五
㎞

⑥
中
学
校
女
子
二
・
三
年
五
㎞

⑦
中
学
校
男
子
一
年
五
㎞

⑧
中
学
校
女
子
一
年
五
㎞

⑨
小
学
校
男
子
六
年
五
㎞

⑩
小
学
校
男
子
五
年
五
㎞

⑪
小
学
校
女
子
六
年
三
㎞

⑫
小
学
校
女
子
充
年
三
㎞

轄＼
　　ノ　　 ，

昨年の大会より

ー
＄
』
ー

　
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
丁
寧

に
作
ら
れ
た
作
品
の
見
事
さ
に
驚
い

た
り
、
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
内
で
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
（
原
文
の
ま
ま
）

◎
昔
の
思
い
出
が
し
ま
し
た
。
良
い

　
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
い
つ
ま
で

　
も
残
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
ね
。
み
ん

　
な
の
力
作
、
何
か
の
機
会
に
教
え

　
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
特
産
と
し
て
で
も
い
い
の
で

　
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
見
事
な
芸
術
品
だ
。
年
に
一
回
は

　
こ
う
し
た
展
示
会
を
開
催
し
て
ほ

　
し
い
。

　
ワ
ラ
苞
を
結
ぶ
縄
も
子
供
た
ち
が

作
り
、
自
分
の
ワ
ラ
苞
が
わ
か
る
よ

う
に
名
札
を
付
け
ま
し
た
。

　
二
十
七
H
の
午
前
は
豆
腐
づ
く
り

で
、
潰
し
た
豆
を
布
で
し
ぽ
る
と
白

い
豆
乳
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

　
ニ
ガ
リ
を
入
れ
て
固
め
ら
れ
た
豆

腐
は
、
冒
険
学
校
開
催
中
に
す
べ
て

食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
十
八
日
の
午
後
は
ウ
ド
ン
づ
く

り
、
二
十
九
日
の
午
前
は
モ
チ
つ
き

と
、
調
理
専
門
学
校
顔
負
け
の
胃
険

学
校
で
し
た
。

町の特産品として売れそうな猫ちぐら

灘
“

村
山
卓
也
君
（
現
松
里
小
五
年
）
絵
画
部
門
で
牧
田
賞
受
賞
H

　
第
三
十
二
回
新
潟
県
児
鞭
生
徒
絵

画
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
松
里
小
学

校
と
東
川
小
学
校
の
児
童
が
大
活
躍

し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
の
二
月

に
開
催
さ
れ
、
約
五
五
〇
校
も
の
小村山卓也くん

学
校
か
ら
絵
画
約
コ
、
O
O
O
点
、

版
画
約
二
、
O
O
O
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
松
里
小
学
校
は
絵
画
部
門
で
、
東

川
小
学
校
は
版
画
部
門
で
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
、
両
校
と
も
学
校
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
里
小
学
校
の
村
山
卓
也

霜
は
、
絵
画
部
門
で
特
選
に
選
ば
れ

た
者
の
中
か
ら
、
各
学
年
の
第
一
位

の
児
童
に
贈
ら
れ
る
最
高
の
賞
「
牧

田
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ゾ
ご

遡
穂

轟
馨

．
ハ
溜

　
受
賞
作
は
画
面
全
体
が
明
る
く
、

軽
快
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
特
選
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
学
年
は
受
賞
時
の
学
年
で
掲
載
）

▼
松
里
小
学
校
（
絵
画
）

四
年
　
村
山
卓
也
（
牧
田
賞
受
賞
）

▼
東
川
小
学
校
（
版
画
）

ノペ　　　ぺ　ル

年年年年
小
野
塚
裕
也

重
野
夕
子

小
林
綾
子

小
野
塚
良
康

小
野
塚
由
加
里

題：雪ほり

講　評

　雪国らしい情景である。

　スコップやダンプで雪を掘ったり運んだりして

いる人物もよくかけています。

　コンテでかかれた線ものびやか。

　色も軽快なタッチ（筆使い）に生かされ、画面

全体がとても明るい作品となっています。
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公民館
だより
　公民解費6－2265’

　
三
月
八
口
か
ら
十
三
日
ま
で
、
自

然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
「
技
道
場
作

品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
様
式
の
変
化
に
と
も
な
い
、

ワ
ラ
・
ス
ゲ
工
品
や
竹
細
工
な
ど
昔

か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
製
品
が
見
ら

れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
、
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
こ
れ
ら
の
作
品
を
展
示
し
、
そ
の

技
術
を
次
世
代
の
人
達
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
作
品
展
に
は
三
十
二
名
の
方
が
ワ

ラ
エ
品
を
中
心
に
出
品
し
、
今
で
は

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
作
品

も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
ご
と
に
作
り
方
が
異

な
っ
て
い
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
六
H
か
ら
二
十
九
日
ま

で
、
旧
黒
倉
分
校
で
松
之
山
冒
険
学

校
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
東
京
冒
険
ク
ラ
ブ
十
五

名
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
九
名
の
計

二
十
四
名
で
し
た
。

　
二
十
六
日
の
午
後
は
納
豆
づ
く
り

で
、
ま
ず
最
初
に
納
豆
を
入
れ
る
ワ

ラ
苞
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
豆
は
黒
倉
集
落
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
朝
早
く
か
ら
煮
始
め
、
子
供
た

ち
の
ワ
ラ
苞
が
出
来
E
が
る
こ
ろ
に

は
、
手
で
簡
単
に
豆
が
潰
れ
る
ほ
ど

や
わ
ら
か
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
第
六
回
を
迎
え
る
松
之
山
温
泉
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
が
、
四
月
十
九
H
（
月
）
に
大
厳
寺

高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
新
潟
県
ス
キ
ー
連
盟

公
認
の
大
会
で
、
町
内
選
手
は
も
と

よ
り
県
内
の
有
力
校
、
長
野
県
内
の

有
力
校
か
ら
も
選
手
が
多
数
参
加
し

ま
す
。

▼
期
　
日

　
四
月
十
九
口
（
日
）

▼
会
　
場

　
大
厳
寺
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
コ
ー
ス

▼
日
程

　
受
　
付
八
時
三
十
分
～

貯縁辮蹴鯉鎌紬辮

開
会
式

選
手
会

競
技
開
始

▼
競
技
順
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』
ー

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
環
境
問
題
が
世
界
的
な
関
心
事
と

な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
も
盛
ん
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
婦
人
会
で
は
農
協
の
協
力
を
得
て
、

咋
年
か
ら
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を
始

め
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
農
協
単
独
で
は
回
収
量

が
少
な
い
で
す
が
、
運
動
に
参
加
し

て
い
る
県
内
の
農
協
を
合
計
し
ま
す

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
平
成
四
年
三
月
現
在
）

　
回
収
量
　
約
六
〇
、
O
O
O
㎏

　
代
金
約
三
五
二
、
O
O
O
円

　
代
金
は
「
緑
と
森
の
森
林
基
金
」

へ
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
う
た

め
、
各
家
庭
で
ぜ
ひ
回
収
運
動
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
回
収
す
る
に
は

①
飲
み
終
っ
た
ら
す
℃
水
を
入
れ
、

　
二
～
三
回
振
っ
て
す
す
ぐ
。

②
水
を
切
っ
て
、
底
の
三
方
を
切
る
。

③
切
り
開
い
て
乾
か
す
。

④
束
ね
て
保
管
す
る
。
　
（
一
束
三
十

　
五
枚
く
ら
い
で
約
一
㎏
）

　
回
収
で
き
る
パ
ッ
ク
は
、
内
側
の

白
い
一
、
○
O
O
祀
・
五
〇
〇
認
も
の
。

　
二
〇
〇
配
で
も
厚
手
の
も
の
な
ら

回
収
し
ま
す
。

　
回
収
方
法
は
、
束
ね
た
牛
乳
パ
ッ

タ
を
農
協
本
所
・
各
支
所
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

f
ー＼／

1l
　
　
　
　
l

＼
／

む込り折

底底

切る
　　、

→
ロ
ヤ

N
－

≡
［

　↑今1

切る」

評
∠

　
　
　
ρ

底

底

兎
ロ
温
泉
露
天
風
呂
4
月
1
日
オ
ー
プ
ン

　
冬
期
間
休
ん
で
い
ま
し
た
、
兎
口

温
泉
の
露
天
風
呂
翠
の
湯
が
4
月
1

日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
露
天
風
呂
は
ブ
ナ
林
の
中
に
あ
り
、

新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
入

浴
で
き
ま
す
。

　
専
用
駐
車
場
は
植
木
麗
旅
館
入
口

に
あ
り
ま
す
。

　
営
業
時
間
は
午
前
八
時
か
ら
午
後

八
時
ま
で
、
休
湯
日
は
毎
月
十
五
臼

と
月
末
（
休
湯
日
が
祝
祭
日
の
場
合

は
次
の
日
が
休
み
）
で
す
。

　
ま
た
、
湯
本
の
温
泉
セ
ン
タ
i
鷹

の
湯
の
営
業
時
間
は
午
前
十
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で
、
休
館
日
は
一
月
か

ら
四
月
ま
で
は
毎
週
木
曜
日
、
五
月

か
ら
十
二
月
ま
で
は
第
二
・
第
四
木

曜
日
（
休
館
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は

次
の
日
が
休
み
）
で
す
。

　
配
布
し
ま
し
た
温
泉
入
湯
券
は
、

湯
本
の
温
泉
セ
ン
タ
ー
及
び
兎
口
の

露
天
風
呂
の
共
通
入
湯
券
で
す
。

　
ど
う
ぞ
．
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

ふ
　
難

短
歌

蕗
の
た
う
一
つ
二
つ
三
つ
掌
に

　
　
　
　
摘
ん
で
雪
間
を
渡
る
た
の
し
さ

も
う
汗
の
流
れ
る
額
ぬ
ぐ
い
つ
つ

　
　
　
　
鬼
追
う
声
み
な
絞
り
出
す

日
一
日
近
づ
く
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　皆様の献血によりたくさんの尊い命が救われます。

一人でも多くの方の献血をお願いします。
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さ
て
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追
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。
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